
JP 2017-537412 A 2017.12.14

10

(57)【要約】
　仮想会議中にイベントを追跡し、イベントを見直すた
めのユーザインターフェースを提供し、司会者及び／又
は他の参加者がイベントに関係するフィードバックを提
供することを可能にする、仮想会議システムが説明され
る。例えば、本仮想会議システムの一実施形態は、仮想
会議の参加者及び少なくとも１人の司会者によって運用
される複数のクライアントであって、該クライアントの
各々は、仮想会議の現在の状態を維持するための状態管
理論理を備える、クライアントと、仮想会議中に複数の
クライアント間の音声及び／又は動画接続を確立するた
めの仮想会議サービスであって、該仮想会議サービスは
、仮想会議の現在の状態が各クライアントにおいて一貫
していることを確実にするために、各クライアントにお
ける状態管理論理に通信可能に連結された状態同期サー
ビスを更に含む、仮想会議サービスと、複数のクライア
ントにおいてレンダリングされる仮想会議グラフィカル
ユーザインターフェース（ＧＵＩ）であって、該仮想会
議ＧＵＩは、状態同期サービスから送信された信号を介
して、確立された動画接続を利用する仮想会議中に１人
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　仮想会議の仮想会議の参加者及び少なくとも１人の司会者によって運用される複数のク
ライアントであって、前記クライアントの各々が、前記仮想会議の現在の状態を維持する
ための状態管理論理を備える、複数のクライアントと、
　前記仮想会議中に前記複数のクライアント間の音声及び／又は動画接続を確立するため
の仮想会議サービスであって、前記仮想会議サービスは、前記仮想会議の前記現在の状態
が各クライアントにおいて一貫していることを確実にするために、各クライアントにおけ
る前記状態管理論理に通信可能に連結された状態同期サービスを更に含む、仮想会議サー
ビスと、
　前記複数のクライアントにおいてレンダリングされる仮想会議グラフィカルユーザイン
ターフェース（ＧＵＩ）であって、前記仮想会議ＧＵＩは、前記状態同期サービスから送
信された信号を介して、前記確立された動画接続を利用する前記仮想会議中に１人以上の
現在の話者の動画ストリームを表示するように構成される、仮想会議ＧＵＩと、
　前記仮想会議において１つ以上の基準に従って前記参加者を評価するため、及び前記評
価に基づいて、前記参加者のサブセットを、前記仮想会議に積極的に参加する候補者とし
て選択するための意思決定支援モジュールと、を備える、
　仮想会議システム。
【請求項２】
　前記参加者の評価の前記運用が、前記１つ以上の基準に基づいて、各参加者に対する得
点を決定することを含む、請求項１に記載の仮想会議システム。
【請求項３】
　参加者のサブセットの選択の前記運用が、前記得点に基づいて、前記参加者に順位をつ
ける／優先順位をつけることを含む、請求項２に記載の仮想会議システム。
【請求項４】
　前記基準が、サブ基準のセットを含み、前記サブ基準の前記セットの各々が、対応する
重みに関連付けられる、請求項１に記載の仮想会議システム。
【請求項５】
　前記重みの和が単一性である、請求項４に記載の仮想会議システム。
【請求項６】
　仮想会議の参加者及び少なくとも１人の司会者によって運用される複数のクライアント
であって、前記クライアントの各々が、前記仮想会議の現在の状態を維持するための状態
管理論理を備える、複数のクライアントと、
　前記仮想会議中に前記複数のクライアント間の音声及び／又は動画接続を確立するため
の仮想会議サービスであって、前記仮想会議サービスは、前記仮想会議の前記現在の状態
が各クライアントにおいて一貫していることを確実にするために、各クライアントにおけ
る前記状態管理論理に通信可能に連結された状態同期サービスを更に含む、仮想会議サー
ビスと、
　前記複数のクライアントにおいてレンダリングされる仮想会議グラフィカルユーザイン
ターフェース（ＧＵＩ）であって、前記仮想会議ＧＵＩは、前記状態同期サービスから送
信された信号を介して、前記確立された動画接続を利用する前記仮想会議中に１人以上の
現在の話者の動画ストリームを表示するように構成される、仮想会議ＧＵＩと、
　前記仮想会議中の参加者の行動に関係するイベントを識別するための、貢献識別モジュ
ールと、
　前記貢献識別モジュールによって識別された前記イベントを記憶するための、イベント
ログと、
　前記仮想会議の記録を見直すときに、前記司会者及び／又は参加者からの入力に基づい
て前記イベントログ内で特定の種類のイベントを検索するための選択肢を提供するための
イベントフィルタであって、前記イベントフィルタは、前記司会者及び／又は参加者から
の前記入力に基づいて、フィルタされたイベントのセットを生成する、イベントフィルタ
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と、を備える、
　仮想会議システム。
【請求項７】
　グラフィカルユーザインターフェース内で、前記フィルタされたイベントのセットを視
覚的に表示するためのイベント一覧と、
　前記イベント一覧内から選択されたイベントに対応する前記仮想会議から、動画及び／
又は音声の記録された部分を再生するための、メディアプレーヤーと、を更に備える、
　請求項６に記載の仮想会議システム。
【請求項８】
　前記メディアプレーヤーは、前記ユーザが前記動画及び／又は音声の異なる部分にジャ
ンプで進む又はジャンプで戻ることを可能にするための、グラフィカル要素を含み、ジャ
ンプで進む又は戻ると、前記イベント一覧内から、前記動画及び／又は音声内で前記ジャ
ンプが実行された点に対応するイベントが強調される、請求項７に記載の仮想会議システ
ム。
【請求項９】
　前記イベントフィルタが、参加者によって、及び異なるイベントの種類によってイベン
トをフィルタするための選択肢を備える、請求項８に記載の仮想会議システム。
【請求項１０】
　前記異なる種類のイベントが、前記仮想会議中に前記参加者のうちの１人以上が発話す
る期間を含む発話イベントと、前記仮想会議中に参加者によって投稿されたタイプされた
コメントと、前記仮想会議中に前記司会者がブックマークを入力した時点を示すブックマ
ークイベントとを含む、請求項９に記載の仮想会議システム。
【請求項１１】
　仮想会議の参加者及び少なくとも１人の司会者によって運用される複数のクライアント
であって、前記クライアントの各々が、前記仮想会議の現在の状態を維持するための状態
管理論理を備える、複数のクライアントと、
　前記仮想会議中に前記複数のクライアント間の音声及び／又は動画接続を確立するため
の仮想会議サービスであって、前記仮想会議サービスは、前記仮想会議の前記現在の状態
が各クライアントにおいて一貫していることを確実にするために、各クライアントにおけ
る前記状態管理論理に通信可能に連結された状態同期サービスを更に含む、仮想会議サー
ビスと、
　前記複数のクライアントにおいてレンダリングされる仮想会議グラフィカルユーザイン
ターフェース（ＧＵＩ）であって、前記仮想会議ＧＵＩは、前記状態同期サービスから送
信された信号を介して、前記確立された動画接続を利用する前記仮想会議中に１人以上の
現在の話者の動画ストリームを表示するように構成される、仮想会議ＧＵＩと、
　前記仮想会議の司会者によって指定された討議パラメータのセットに応じて、討議を実
施するために必要とされるデータ構造及びＧＵＩ特徴を含む討議構成を生成することによ
って、前記仮想会議における２人以上の選択された参加者間の前記討議を実施するための
討議支援モジュールであって、前記討議支援モジュールによって実施された前記討議構成
が、前記状態同期サービスを通してクライアントに同期される、討議支援モジュールと、
を備える、
　仮想会議システム。
【請求項１２】
　前記討議パラメータが、前記討議における各参加者を評価するためのパラメータを含む
、請求項１１に記載の仮想会議システム。
【請求項１３】
　各参加者を評価するための前記パラメータが、評価のための項目を含む、請求項１２に
記載の仮想会議システム。
【請求項１４】
　前記討議が討論を含み、前記２人以上の選択された参加者が討論者を含む、請求項１３
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に記載の仮想会議システム。
【請求項１５】
　前記ＧＵＩ特徴が、第１の討論者の動画がレンダリングされる第１の領域と、第２の討
論者の動画がレンダリングされる第２の領域とを含む、請求項１４に記載の仮想会議シス
テム。
【請求項１６】
　複数のクライアントであって、前記クライアントの各々が、仮想会議の現在の状態を維
持するための状態管理論理を備える、複数のクライアントと、
　前記仮想会議中に前記複数のクライアント間の音声及び／又は動画接続を確立するため
の仮想会議サービスであって、前記仮想会議サービスは、前記仮想会議の前記現在の状態
が各クライアントにおいて一貫していることを確実にするために、各クライアントにおけ
る前記状態管理論理に通信可能に連結された状態同期サービスを更に含む、仮想会議サー
ビスと、
　前記複数のクライアントにおいてレンダリングされる仮想会議グラフィカルユーザイン
ターフェース（ＧＵＩ）であって、前記仮想会議ＧＵＩは、前記状態同期サービスから送
信された信号を介して、前記仮想会議中に１人以上の現在の話者の動画ストリームを表示
するように構成される、仮想会議ＧＵＩと、
　前記複数のクライアントのうちの少なくとも１つにおいてレンダリングされる対話型タ
イムラインであって、前記対話型タイムラインが、前記仮想会議の異なるセグメントを表
す複数のグラフィカル要素を含み、第１のセグメントに対応する第１のグラフィカル要素
の選択は、前記対話型タイムラインが表示されている前記クライアントが、１つ以上の命
令を前記仮想会議サービスに送信するようにさせることにより、前記仮想会議サービスが
、前記セグメントに関連付けられた１つ以上の運用を実施するようにさせ、前記１つ以上
の運用が、前記セグメントの要件に従ってのクライアントにおける前記仮想会議ＧＵＩの
修正を含む、対話型タイムラインと、を備える、
　仮想会議システム。
【請求項１７】
　前記１つ以上の運用が、現在の話者となる前記仮想会議の１人以上の参加者の選択を更
に含み、前記第１のセグメントに対応する前記グラフィカル要素が選択されると、前記状
態同期サービスから送信された前記信号は、前記仮想会議ＧＵＩを修正して、前記１人以
上の選択された参加者の各々について中心的話者の立場を受け入れるようにさせる、請求
項１６に記載の仮想会議システム。
【請求項１８】
　前記１つ以上の運用が、前記動画会議中に参加者によって使用される前記仮想会議ＧＵ
Ｉ内の１つ以上のリソースを表示することを含み、前記状態同期サービスから送信された
前記信号が、前記仮想会議ＧＵＩを修正して、前記１つ以上のリソースの視覚的な表示を
受け入れるようにさせる、請求項１７に記載の仮想会議システム。
【請求項１９】
　前記１つ以上のリソースが、前記仮想会議の話題に関係する動画、音声、及び／又は文
書を含む、請求項１８に記載の仮想会議システム。
【請求項２０】
　前記対話型タイムラインが、複数のセクションに細分化され、各セクションが、異なる
複数の前記セグメントを含む、請求項１９に記載の仮想会議システム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
〔関連出願の相互参照〕
　本出願は、「Ｓｙｓｔｅｍ　Ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　Ｆｏｒ　Ｔｒａｃｋｉｎｇ　Ｅｖ
ｅｎｔｓ　Ａｎｄ　Ｐｒｏｖｉｄｉｎｇ　Ｆｅｅｄｂａｃｋ　Ｉｎ　Ａ　Ｖｉｒｔｕａｌ
　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ」と題された２０１５年８月３１日に出願された同時係属の米国
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非仮特許出願第１４／８４０，４７１号の利益を主張し、「Ｆｅｅｄｂａｃｋ　Ｓｙｓｔ
ｅｍｓ　Ｉｎ　Ｗｅｂ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅｓ」と題された２０１４年９月５日に出願
された米国仮特許出願第６２／０４６，８８０号の利益を主張し、これらは、参照によっ
て本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本出願は、「Ｓｙｓｔｅｍ　Ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　Ｆｏｒ　Ｄｅｃｉｓｉｏｎ　Ｓｕ
ｐｐｏｒｔ　Ｉｎ　Ａ　Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ」と題された２０１５年
８月３１日に出願された同時係属の米国非仮特許出願第１４／８４０，４３８号の利益を
主張し、「Ｄｅｃｉｓｉｏｎ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎ　Ａ　Ｗｅｂ　Ｖｉ
ｄｅｏ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」と題された２０１４年９月５日に
出願された米国仮特許出願第６２／０４６，８５９号の利益を主張し、これらは、参照に
よって本明細書に組み込まれる。
【０００３】
　本出願は、「Ｓｙｓｔｅｍ　Ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　Ｆｏｒ　Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ　
Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ａｎｄ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｉｎ　Ａ　Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｃ
ｏｎｆｅｒｅｎｃｅ」と題された２０１５年８月３１日に出願された同時係属の米国非仮
特許出願第１４／８４０，５１３号の利益を主張し、「Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ　Ｓｕｐｐ
ｏｒｔ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｉｎ　Ｗｅｂ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅｓ」と題された２０１４
年９月５日に出願された米国仮特許出願第６２／０４６，８７９号の利益を主張し、これ
らは、参照によって本明細書に組み込まれる。
【発明の概要】
【０００４】
〔本発明の分野〕
　本発明は一般的に、コンピュータシステムの分野に関する。より詳細には、本発明は、
イベントを追跡し、仮想会議におけるフィードバックを提供するためのシステム及び方法
に関する。
【０００５】
〔関連技術の説明〕
　「ウエブ会議」又は「仮想会議」は、ウエブセミナー、ウエブキャスト、及びピアレベ
ルウエブミーティングを含む様々な形式のオンライン協働サービスを指す。ウエブ会議シ
ステムは今日、典型的には中央ウエブ会議サーバの連携の下、参加者間のリアルタイムの
音声及び動画ストリーミングを支援する。ウエブ会議用のアプリケーションには、いくつ
か挙げると、オンラインクラスルーム、ミーティング、トレーニングセッション、レクチ
ャー、及びセミナー等がある。
【０００６】
　仮想クラスルームにおける学生等のウエブ会議への参加者は、教室での討議中の彼らの
貢献についての形成的なフィードバックから利益を得ることができる。このようなフィー
ドバックは、各個別の参加者によって、各貢献（例えば、発話の貢献、書く貢献）を識別
すること、分類すること、及び／又は評価することを必要とし、これは時間がかかり、非
実用的であり得る。形成的なフィードバック及び評価の教育学の値を伴わずに、このよう
なフィードバック及び評価を参加者に提供することにおいて必要とされる時間及びリソー
スは、参加者にとっての学習する機会を妨げ得る、又はなくし得る。
【０００７】
　本発明のより良い理解は、下記の図面と併せて下記の詳細な説明から得られることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態が実施され得る、例示のシステム構造を示す。
【図２】中心的話者又は主要な話者の領域及び話者キューを含む、グラフィカルユーザイ
ンターフェース（ＧＵＩ）の一実施形態を示す。
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【図３】ブレークアウトグループを選択するための構造の一実施形態を示す。
【図４】参加者に仮想クラスルームへのエントリを提供するためのクラス開始グラフィッ
クを示す。
【図５】参加者の動画を含む、例示のクラス前の討議領域を示す。
【図６】共有されたプロジェクタを使用して仮想クラスルームに接続している学生のグル
ープを示す。
【図７Ａ】教授又は他の司会者が仮想クラスルームに加わった、グラフィカルユーザイン
ターフェースの一実施形態を示す。
【図７Ｂ】教授又は他の司会者が仮想クラスルームに加わった、グラフィカルユーザイン
ターフェースの一実施形態を示す。
【図８】話者によって使用される資料の視覚的な表示、及び話者に対するより小さな動画
領域を示す。
【図９】執務時間内に学生に会う教授又は講師を示す。
【図１０】参加者が投票した質問の視覚的な結果を示す。
【図１１】主要話者の領域の上部に内容が表示される一実施形態を示す。
【図１２】２人の現在の話者の領域を備えるグラフィカルユーザインターフェースの一実
施形態を示す。
【図１３】タッチスクリーン装置用のグラフィカルユーザインターフェースの一実施形態
を示す。
【図１４】ブレークアウトグループを開始するためのグラフィカルユーザインターフェー
スの一実施形態を示す。
【図１５Ａ】例示のブレークアウトグループ資料、資料に対して作られた注釈、及び参加
者の動画を示す。
【図１５Ｂ】例示のブレークアウトグループ資料、資料に対して作られた注釈、及び参加
者の動画を示す。
【図１６Ａ】複数の話者の領域を備える例示のグラフィカルユーザインターフェース、及
び執務時間内に教授又は講師を訪ねたときに、学生の成果データを評価するための領域を
示す。
【図１６Ｂ】複数の話者の領域を備える例示のグラフィカルユーザインターフェース、及
び執務時間内に教授又は講師を訪ねたときに、学生の成果データを評価するための領域を
示す。
【図１６Ｃ】複数の話者の領域を備える例示のグラフィカルユーザインターフェース、及
び執務時間内に教授又は講師を訪ねたときに、学生の成果データを評価するための領域を
示す。
【図１７】本発明の一実施形態による、クライアント間の状態を同期するための構造を示
す。
【図１８】クライアント間の状態を同期するための例示の構造の更なる詳細を示す。
【図１９】参加者のうちで音声及び動画を配信するための構造の一実施形態を示す。
【図２０】クラス又は他の仮想会議の種類の間に得られた動画及び音声を記憶し、再生す
るための、構造の一実施形態を示す。
【図２１Ａ】グラフィカル対話型タイムラインの実施形態を示す。
【図２１Ｂ】グラフィカル対話型タイムラインの実施形態を示す。
【図２２Ａ】本発明の一実施形態による、対話型タイムラインを生成するための異なる論
理及びプロセスを示す。
【図２２Ｂ】本発明の一実施形態による、対話型タイムラインを生成するための異なる論
理及びプロセスを示す。
【図２３】人間が読むことができる形式で、例示の授業計画を示す。
【図２４】例示の対話型タイムライン及びＹＡＭＬ表示と対話型タイムラインとの間のマ
ッピングを示す。
【図２５Ａ】対話型タイムラインを設計するためのグラフィカル設計インターフェースの



(7) JP 2017-537412 A 2017.12.14

10

20

30

40

50

実施形態を示す。
【図２５Ｂ】対話型タイムラインを設計するためのグラフィカル設計インターフェースの
実施形態を示す。
【図２５Ｃ】対話型タイムラインを設計するためのグラフィカル設計インターフェースの
実施形態を示す。
【図２６Ａ】グラフィカル対話型タイムラインを生成するための構造の一実施形態を示す
。
【図２６Ｂ】グラフィカル対話型タイムラインを生成するための構造の一実施形態を示す
。
【図２７】タイムラインのセグメントに関連する機能が、仮想会議に参加しているクライ
アントとどのように同期され得るかを示す。
【図２８Ａ】一実施形態による、二次ディスプレイに表示される対話型タイムラインを示
す。
【図２８Ｂ】一実施形態による、二次ディスプレイに表示される対話型タイムラインを示
す。
【図２８Ｃ】一実施形態による、二次ディスプレイに表示される対話型タイムラインを示
す。
【図２９】本発明の一実施形態による、コンピュータシステムを示す。
【図３０】本発明の一実施形態において利用される、例示の意思決定支援モジュールを示
す。
【図３１】参加を推奨された学生を識別するための例示のグラフィカルユーザインターフ
ェースを示す。
【図３２】本発明の一実施形態による方法を示す。
【図３３】定義された学習成果に基づいて参加者の評価を提供するように構成された、例
示のフィードバック提供モジュールを示す。
【図３４】イベントタイムラインチャートの一例を示す。
【図３５Ａ】イベント一覧の一例を示す。
【図３５Ｂ】イベント一覧の一例を示す。
【図３６】イベントフィルタ制御の一例を示す。
【図３７Ａ】学習成果を選択するための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図３７Ｂ】学習成果を選択するための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図３７Ｃ】学習成果を選択するための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図３８】評価の注釈の一例を示す。
【図３９】参加者の貢献を評価するための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図４０】参加者の貢献を評価するための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図４１】参加者の貢献を評価するための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図４２】参加者が評価を見直すための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図４３】参加者が評価を見直すための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図４４】ウエブ会議において討論を作成し、維持する例示的プロセスのフロー図を示す
。
【図４５】ウエブ会議において討議を支援するように構成された、討議支援モジュールの
一例を示す。
【図４６】討議を作成するための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図４７】討議を作成するための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図４８】討議を作成するための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図４９】討議を作成するための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図５０】討議を作成するための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図５１】討議の参加者を評価するための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図５２】討議の参加者を評価するための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図５３】討議の参加者の評価を可能にする、又は不可能にするための例示的ユーザイン
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ターフェースを示す。
【図５４】討議を終了させるための例示的ユーザインターフェースを示す。
【図５５】討議を終了するための終了ボタンを備えた例示的ユーザインターフェースを示
す。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　下記の説明では、説明の目的で、下記に示される本発明の実施形態の完全な理解を提供
するために、数々の具体的な詳細が記述される。しかしながら、本発明の実施形態は、こ
れらの具体的な詳細のうちのいくつかを伴わずに実行されてもよいことが当業者に明らか
であろう。他の例では、既知の構造及び装置がブロック図形式で示され、本発明の実施形
態の根本的な原則が曖昧になることを防ぐ。
【００１０】
　下記で説明される本発明の一実施形態は、ウエブ会議中に話すことが予定された参加者
の順序付けられたセットを含む、話者キューを形成し、管理するための技術を含む。一実
施形態において、参加者は、キーボード上で指定されたキー又はキーのセットを選択する
ことによって、又はグラフィカルユーザインターフェース内のグラフィックを選択するこ
とによって、参加者自身を話者キューに追加してもよい。話者キューは、現在の話者が１
番目の位置又はキューの始めに位置付けられ、参加者は最初に最後の位置又はキューの終
わりに配置される（すなわち、各話者が話し終わり、キューの上部から消されると、参加
者が話者キューの上部に移動する）、先入先出法（ＦＩＦＯ）キューとして実施されても
よい。一実施形態において、教授／講師又は他の司会者は、「デフォルト」話者として指
定され、キューのデフォルト位置（例えば、話すことを待っている参加者が他にいない場
合、話者がキューの上部に達するように、キューの最下部等）に常に含まれる。
【００１１】
　更に、本発明の一実施形態は、仮想会議の参加者をブレークアウトグループに細分化す
るための技術を含む。本発明の一実施形態は、各参加者に関連付けられたユーザプロファ
イル情報、各参加者に関連付けられた以前の対話履歴、又は仮想会議環境における参加者
に関連付けられた任意の他のデータ（例えば、２０人の参加者のグループに対して、それ
ぞれ４人の参加者の５つのブレークアウトグループが形成されてもよい）に基づいてブレ
ークアウトグループを自動的に生成する。仮想会議システムの１つの実施形態は、まず、
推奨されたブレークアウトグループのセットを教授／講師又は他の司会者に提供し、次に
、ブレークアウトグループ分けの開始の前か後のいずれかに、推奨されたグループを編集
する（例えば、グラフィカルユーザインターフェースを介してユーザアイコンをクリック
する、及びドラッグすることによって、グループ間でユーザを移動する）能力を司会者に
提供する。更に、各ブレークアウトグループに、指定されたタスクに取り組むため、及び
各ブレークアウトグループによって生成された結果を記憶するために、資料のセット（読
み取り専用文書と編集可能な共有ホワイトボード及びテキストエディタの両方等）が自動
的に提供されてもよい。ブレークアウトグループセッションが完了すると、仮想会議シス
テムは、各ブレークアウトグループに対する結果を順番に表示してもよく、各ブレークア
ウトグループに結果を示す機会（例えば、編集された資料を表示する）を提供してもよい
。
【００１２】
　更に、いくつかの実施形態では、仮想会議の流れを制御し、ＧＵＩ調整等の複雑な運用
を最小限の手間で実行するために司会者によって使用されてもよい、対話型タイムライン
が実行される。更に、いくつかの実施形態は、指定された基準に基づいて話者を自動的に
識別するため、会議のコース中に識別されたイベントを記憶し、フィルタするため、会議
の参加者にフィードバックを提供するため（例えば、フィルタされたイベントを使用する
）、及び２人以上の参加者間の討論等の討議を実施するための技術を提供する。
　Ａ．構造的概要
【００１３】
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　図１は、本発明の一実施形態において利用される、高度システム構造を示す。示される
実施形態では、複数のクライアント１３０、１４０、１５０、及び１６０が、インターネ
ット１８０を介して仮想会議サービス１００に接続する。クライアントは、デスクトップ
／ラップトップコンピュータ（例、ＰＣ又はＭａｃ）、スマートフォン（例えば、ｉＰｈ
ｏｎｅ（登録商標）、アンドロイド端末等）、タブレット（例えば、ｉＰａｄ（登録商標
）、Ｇａｌａｘｙタブレット等）、及び／又はウェアラブルデバイス（例えば、ｉＷａｔ
ｃｈ又はＳａｍｓｕｎｇ　Ｇｅａｒウォッチ等のスマートウォッチ）等の任意の形状のエ
ンドユーザ装置を備えてもよい。もちろん、本発明の根本的な原則は、ユーザ装置の任意
の特定の形状に限定されない。
【００１４】
　一実施形態において、クライアント装置の各々は、エンドユーザが仮想会議サービスと
対話し、本明細書で説明される技術を使用して仮想会議に参加することを可能にする、グ
ラフィカルユーザインターフェース１３２、１４２、１５２、１６２を含む、ブラウザ又
は会議アプリケーション１３１、１４１、１５１、１６１を通して仮想会議サービス１０
０に接続する。更に、各ブラウザ／アプリケーション１３１、１４１、１５１、１６１は
、下記で説明される同期技術を使用してクライアント１３０、１４０、１５０、１６０間
で同期された、仮想会議の現在の状態１３５、１４５、１５５、１６５に従って動作する
。例示として、限定ではなく、クライアント１３０に対する現在の状態１３５は、現在の
話者の中心位置、話者キューの視覚的表示、及び各ブレークアウトグループにおける参加
者のグラフィック表示及び／又は動画等、ＧＵＩ１３２内の様々なグラフィカル要素の配
置を示してもよい。
【００１５】
　示された実施形態では、仮想会議サービス１００は、状態データベース１１５内の各仮
想会議の状態に対する更新を持続的に記憶するための、持続状態マネージャ１１０を含む
。下記で詳細に説明されるように、状態は、様々なクライアント１３０、１４０、１５０
、１６０上で動作しているブラウザ／アプリケーション１３１、１４１、１５１、１６１
を介して提供されたユーザ入力に応じて、継続的に更新されてもよい。一実施形態におい
て、新しい参加者が会議に参加する場合、持続状態マネージャ１１０は、会議に参加して
いる他のクライアントの状態と新しいクライアント状態を同期するために必要とされる、
記憶された仮想会議状態データをクライアントに提供する。持続状態マネージャ１１０は
、ウエブサーバで実行されてもよい。しかしながら、本発明の根本的な原則は、この実行
に限定されない。
【００１６】
　一実施形態において、クライアントの状態が仮想会議状態データベース１１５から開始
された後、動的状態同期サービス１２０は、仮想会議中にクライアント１３０、１４０、
１５０、１６０のすべてからのユーザ入力に従って、クライアントに対する動的状態の更
新を提供する。例えば、動的状態同期サービス１２０の一実施形態は、各クライントが自
身の状態の更新を動的状態同期サービス１２０に公開する、公開／購読メカニズムを実行
する。仮想会議に参加しているクライアントは、動的状態同期サービス１２０を購読し、
公開された状態の更新をすべての他のクライアント（自身を含む）から受け取る。したが
って、クライアントＡ～Ｄが参加者である、仮想会議について、クライアントＡが状態の
更新を公開する場合（例えば、クライアントＡのユーザを話者キューに追加する）、動的
状態同期サービス１２０は、すべての購読者クライアント（すなわち、クライアントＡ～
Ｄ）に更新を転送する。この公開／購読メカニズムは、下記で更に詳細に説明される。更
に、下記で述べられるように、一実施形態において順序付ける技術が利用され、状態の更
新が正しい順序で各クライアントに適用されることを確実にする（すなわち、すべてのク
ライアントが同じ状態のままであることを確実にする）。
【００１７】
　一実施形態において、マルチメディアストリーム配信サービス１２５は、クライアント
１３０、１４０、１５０、１６０の各々に対する音声及び動画ストリームの受領及び配信



(10) JP 2017-537412 A 2017.12.14

10

20

30

40

50

を管理する。詳細には、一実施形態において、各クライアント１３０、１４０、１５０、
１６０は、参加者の音声及び／又は動画を得て、音声／動画を、クライアント１３０、１
４０、１５０、１６０の各々に音声／動画ストリームを転送する、マルチメディアストリ
ーム配信サービス１２５にストリーミングする。次に、音声が復号化され、スピーカ（図
示せず）から出力され、動画が復号化され、会議ＧＵＩ１３２、１４２、１５２、１６２
（例が下記に挙げられる）の各々内でレンダリングされる。
【００１８】
　マルチメディアストリーム配信サービス１２５の一実施形態は、更に、各クライアント
が音声／動画ストリームをすべての他のクライアントから購読する、公開／購読メカニズ
ムを実行する。したがって、図１に示される例において、クライアント１３０は、クライ
アント１４０、１５０、及び１６０の音声／動画ストリームを購読してもよい。各クライ
アント上で得られた各動画ストリームの特定の解像度及び／又はフレームレートは、動画
会議の現在の状態１３５、１４５、１５５、１６５に依存してもよい。例えば、参加者が
現在の話者として指定され、かつＧＵＩ内で中心的話者の位置が与えられる場合、その参
加者のクライアントは、参加者が話者でない（すなわち、及びユーザの動画がＧＵＩの小
さなサムネイル領域内でレンダリングされる）場合より、比較的高い解像度及び／又はフ
レームレートを有する動画を得てもよい。現在の話者のみ（又は、複数の話者が許可され
る場合、現在の話者のセット）に対するより高い質の動画を選択することは、システムの
帯域の要件を大幅に減少させる。
【００１９】
　一実施形態において、マルチメディア記憶サービス１９０は、仮想会議からの音声／動
画コンテンツ及び他の関係するデータを記録し、司会者及び／又は参加者が後の時間に仮
想会議を再生し見直すことを可能にする。例えば、クラス環境において、教授又は講師は
、会議の部分を再生して、参加者のうちの討議、又は会議中にされた質問を見直してもよ
い。教授又は講師は、次に、参加者にフィードバックを提供してもよい（例えば、討議さ
れた問題を明らかにする、更なる質問に答える、正の強化を提供する等）。
【００２０】
　マルチメディア記憶サービス１９０上に記憶された動画及び音声コンテンツは、ライブ
仮想会議中に使用される音声／動画よりも高い質であってもよい。例えば、各個別のクラ
イアントは、マルチメディアストリーム配信サービス１３０を通してストリーミングされ
る可能性があってもよい動画及び音声よりも、高い質の動画及び音声を得てもよい。より
高い質の音声／動画は、仮想会議中に各個別のクライアント１３０、１４０、１５０、１
６０上にローカルに記憶されてもよく、会議に従うマルチメディア記憶サービス１９０に
アップロードされてもよい。例えば、参加者が話す度に、ユーザの声のローカル音声クリ
ップ（例えば、ＭＰ３又はＡＡＣクリップ）が記録され、続いてマルチメディア記憶サー
ビス１９０にアップロードされてもよい。更に、状態データ１３５、１４５、１５５、１
６５及び／又は再生用に仮想会議を再構築するために必要とされる他のデータが、マルチ
メディア記憶サービス１９０上に記憶されてもよい（下記で更に詳細に説明されるように
）。
【００２１】
　マルチメディア記憶サービス１９０は、仮想会議サービスが記憶リソースを購入する外
部サービスであってもよい。別の実施形態では、マルチメディア記憶サービス１９０は、
仮想会議サービス１００内の別のモジュールとして実行される。
【００２２】
　次に、例示の話者キュー及びブレークアウトグループ実行についての更なる詳細が提供
され、続いて仮想会議サービス１００の更なる構築の詳細の説明が提供される。
　Ｂ．話者キューの実施形態
【００２３】
　会議の参加者の視覚的注意を仮想会議における複数のパーティの会話における討議の焦
点に向けるために、参加者自身から送信される信号が依存され、発話への注目を示す。話
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者の音量のみに依存するシステムとは逆に、本実施形態は、音声状態の不良、ネットワー
ク接続の不良、及び発話パターンの曖昧さによる、起こり得る誤りをなくす。例えば、参
加者によって送信される信号は、発話検出アルゴリズムの代わりに、又は発話検出アルゴ
リズムと共に（例えば、手動又は自動）、使用されることができる。
【００２４】
　ウエブ動画会議又は仮想会議の間、ミーティングの参加者は、「注意の中心」へのアク
セスを要求し、得る能力を提供される。例えば、図２に示されるように、参加者が仮想会
議において最も大きい動画要素に表示される、又は、「現在の話者位置」２０３と呼ばれ
る、仮想会議における中心要素に表示される場合、参加者は注意の中心を有する。一実施
形態において、これは、参加者がキーボード上で特定のキーを押さえる、仮想会議環境に
おけるグラフィカル表示を押す、又は、本明細書では「キューキー」と呼ばれる、参加者
が話したいということを示す任意の他の適切なトリガ行動を実行する、「プッシュ・トゥ
・トーク」又は「トリガ・トゥ・トーク」メカニズムによって行われる。マイクロフォン
が事前にミュートにされていた場合、キューキーもマイクロフォンのミュート状態をトグ
ルしてもよい。
【００２５】
　キューキーを押すことで、参加者は自身を、本明細書に説明されるような動的状態同期
サービス１２０を使用してクライアント１３０、１４０、１５０、１６０のすべてにわた
って同期されてもよい、話者キューに配置する。図２に示されるように、話者キューにお
ける参加者の視覚的表示２０１は、各クライント１３０、１４０、１５０、１６０のＧＵ
Ｉ内でレンダリングされてもよい。一実施形態において、各クライント１３０、１４０、
１５０、１６０は、自身の同期された話者キューのコピーを維持する。特定の参加者が話
者キューに追加される（例えば、キューキーを押さえることによって）場合、その参加者
が参加者のクライアント上のローカル話者キューに自動的に追加され、それによってロー
カル状態を変える。ローカル状態の変化は、次に、動的状態同期サービスによって実行さ
れる公開／購読メカニズムを通して他のクライントに同期される。別の参加者が、およそ
同時に話者キューへのエントリを要求した場合、動的状態同期サービス１２０は、順序付
けメカニズム（下記で詳細に説明される）を使用して可能性のあるコンフリクトを解消し
、クライアント１３０、１４０、１５０、１６０のすべてに正しい状態更新を伝える。
【００２６】
　したがって、キューキーを押さえることによって、参加者は話者キューにおける位置を
確実にし、話者キューは仮想会議におけるすべての参加者に可視状態になる。図２におい
て、話者キュー２０１の仮想表示は、仮想会議における参加者の動画ストリームのスクリ
ーンショット、又は参加者の任意の他の適切なデジタル表示（例えば、写真、アバター等
）を通してキューにおける各参加者を表示する。キューの前の話者の動画がＧＵＩの現在
の話者位置２０３内に表示される。更に、図２において、仮想会議におけるすべての他の
参加者２０２（又はそのサブセット）のサムネイルがＧＵＩ内に表示される。
【００２７】
　システムの一実施形態は、各参加者がどれほどの長さ話者キューにいるか、各参加者が
注意の中心をどれほどの長さ与えられているか、各参加者がどれほど話したか（例えば、
参加者に注意の中心が与えられた間の参加者の視覚キューの信号処理に基づいて）を追跡
する。一実施形態において、これはクライアント１３０、１４０、１５０、１６０の各々
上で、及び／又は仮想会議サービス１００上で、プログラム可能なタイマーを設定／再設
定することによって完了される。一実施形態において、話すために割り当てられる時間は
、教授又は講師（又は他の司会者）によって制御されてもよい。
【００２８】
　同じ話者キューキーは、マイクロフォンのミュート状態を制御するために使用されるこ
ともできる。マイクロフォンが事前にミュートされた場合、キューキーを押さえることに
よって話者キューへ入ることは、更にマイクロフォンのミュートを解除し、その参加者の
音声が仮想会議におけるすべての参加者によって聞かれることを可能にする。別の実施形
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態では、事前にミュートされたマイクロフォンは、自動的にミュート解除されなくてもよ
く、代わりに、マイクロフォンの状態は、その参加者又はすべての参加者に提示される。
例えば、マイクロフォンが同じキーを押すこと（又は他の行動のいずれかを提供すること
）の前にミュートされた場合、次に同じキーを押すことで、マイクロフォンが現在ミュー
トされていることの表示を表す。
【００２９】
　話者キューに参加している参加者の行動は、話者キュー可視化又は話者キュー２０１の
ディスプレイ等のメッセージ又は表示を介してすべての他の参加者に伝えられる。一実施
形態において、これは、動的状態同期サービス１２０によって利用される公開／購読メカ
ニズムを通してクライアントに配信される。
【００３０】
　一実施形態において、参加者又は司会者／講師のうちの１人は、話者キューにおける最
後の参加者の「後ろ」であるとして構成されてもよい、「デフォルト」話者（例えば、教
授、リーダー、又は、仮想会議における参加者のうちの指定された参加者又は学生）とし
て設定される。したがって、話者キューが空である場合、デフォルト話者が中心に配置さ
れ、どの参加者が注意の中心を与えられるべきかを示してもよい。デフォルト話者は、例
えば、教授によって指定されることができ、提示がされた（例えば、学生によって）後に
、学生が質問に回答する、又は答えることを可能にする。
【００３１】
　話者キュー２０１は、先入先出法（ＦＩＦＯ）キューとして実行されてもよく、キュー
に関連付けられるデフォルト話者を有してもよい。例えば、デフォルト話者は、話者キュ
ーの最後又はトレイラー位置に配置される。一実施形態において、キューキーを選択する
ことによって、参加者は話者キューに（例えば、視覚的に話者キューの最後に）追加され
、参加者は、キューキーを押さえることによって、話者キューに保たれる。キューキーは
、制御キー又はキーボード上の任意の他の適切なキーであることができ、及び／又はＧＵ
Ｉにおけるグラフィカルアイコン（ユーザがマウス又はタッチパッドを介して選択する）
として実行されてもよい。一実施形態において、参加者が指定されたキューキーを解放す
る、又はグラフィカルアイコンの選択を解除する場合、参加者は話者キューから除かれる
。
【００３２】
　一実施形態において、話者キューの最初の参加者に、会議において視覚的にフィーチャ
ーされることによって注意の中心が与えられる。例えば、参加者の視覚的キューは、仮想
会議の中心要素に配置される、又は仮想会議における最大の要素に配置される（例えば、
図２における中心話者位置２０３）。参加者に注意の中心が与えられると、参加者は表示
された話者キュー２０１から除外されてもよい／除かれてもよい。
【００３３】
　一実施形態において、話者キューは、表示された話者キュー又はキュー可視化において
、仮想会議におけるすべての参加者に可視化される。例えば、表示された話者キュー２０
１は、話者キューにおける参加者の、小さな写真又は視覚的なキューのアレイ（例えば、
横方向、縦方向、湾曲した、等）であってもよい。表示された話者キューは、仮想会議環
境のユーザインターフェースの下部左角にあることができ、話者キューにおける参加者の
指数又は位置に基づいて左から右に配置されることができる。もちろん、本発明の根本的
な原則は、話者キューのあらゆる特定の視覚的表示に限定されない。
【００３４】
　話者キューが空である場合、デフォルト話者（例えば、話者キューのトレイラー位置に
おける）が、例えば、注意の中心が与えられることによって、会議においてフィーチャー
される。リーダー、ウエブ会議の開始者、又は教授は、最初にデフォルト話者であること
ができ、及び／又はデフォルト話者に指定することができる。例えば、教授は、指定され
た参加者のサムネイル動画フィード２０２、又は視覚的キューの一覧又はグループにおけ
る他の視覚的キュー（例えば、仮想会議の上部、下部、又は側部）を選択することによっ
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て、デフォルト話者を指定することができる。一実施形態において、各参加者の音声放送
は、デフォルトによってミュートにされ、参加者からの入力に応じてミュートを解除され
てもよい（例えば、キューキーを押している参加者によって）。
【００３５】
　一実施形態において、参加者がキューキーを押す及び押さえる場合、参加者のマイクロ
フォンのミュートが解除される。参加者がキューキーを解放する場合、参加者のマイクロ
フォンが再びミュートにされる。一実施形態において、各スピーカキュー修正が、動的状
態同期サービス１２０によって実行される公開／購読技術を介してすべての参加者のクラ
イアントに同期される。更に、話者キューにおける参加者に関係するデータは、仮想会議
サービス１００（及び／又は外部マルチメディア記憶サービス１９０）によって記憶され
ることができ、参加者の行動（例えば、各参加者が話した時間の長さ）を分析するために
後に使用される。
【００３６】
　図２における実施形態が単一の話者を現在の話者位置２０３において示す一方、他の実
施形態は、複数の現在の話者位置を含んでもよい。例えば、本発明の一実施形態は、注意
の中心が複数の「注意領域」へ細分化される、複数領域の配置を含み、仮想会議における
１人以上の参加者の同時の表示を可能にする。例えば、図１２（下記で述べられる）は、
２人の異なる話者に対する２つの注意領域を備えた実施形態を示す。別の実施形態は、デ
ィスプレイの上部に向けた２つの領域、及びディスプレイの下部に向けた２つの領域を備
えた、方形又は長方形に配置された４つの注意領域を含む。任意の数の注意領域が、本発
明の根本的な原則に依然として従う一方で、生成されてもよい。
【００３７】
　これらの実施形態では、単一の話者キューがすべての注意領域に対して維持されてもよ
い。領域が利用可能になる場合（本明細書で説明される単一の領域の注意の中心の実施形
態と同じ基準を使用して）、話者キューにおける１番目の参加者が除かれ、参加者の動画
がその注意領域に表示される。代替の実施形態では、各注意領域は、自身の専用の話者キ
ュー（例えば、Ｎ注意領域用のＮ話者キュー）が割り当てられてもよい。本実施形態は、
例えば、各ブレークアウトグループ専用の注意領域を提供し、ブレークアウトグループの
異なるメンバーが、各専用の注意領域内で話す番となることを可能にするために使用され
てもよい。これらの実施形態のいずれかにおいて、「デフォルト話者」は、更に、各注意
領域に指定されてもよい。
【００３８】
　更に、一実施形態において、話者が注意の中心における注意領域を占める場合、教授、
リーダー、又は指定された参加者は、話者をその領域（例えば、キー又はＧＵＩ内のグラ
フィカル要素を選択することによって）に「ピン付け」することができる。話者をピン付
けすることは、話者が、プッシュ・トゥ・トーク有効化キーを押さえること、又はフィー
チャーされた位置を維持するための代替のメカニズムによって、位置を積極的に維持した
場合と同じ効果を有する。一実施形態において、フィーチャーされた話者が、教授、リー
ダー、指定された参加者、又はフィーチャーされた話者自身によって、「ピンが外される
」まで、他の話者はいずれも話者キューから話者位置へと移動されない。
　Ｃ．ブレークアウトグループの実施形態
【００３９】
　伝統的な教室環境又は会合で、講師又は会合の主催者は、どのようにしてグループを更
に分割するかを決定する（例えば、参加者の人数を数えることによって、事前に決められ
たグループに分割する、又はいくつかの他の経験則を使用する）。グループが組織化され
ると、そのグループは典型的に、部屋の中を指定された地点まで歩き回り、共に働く。主
催者は歩き回って各グループと接触してもよい。再組立てされると、そのグループは提示
を見せてもよい。
【００４０】
　本発明の一実施形態は、仮想会議環境内で同一の機能性に対する支持を提供する。ブレ
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ークアウトグループは、各参加者に関連付けられたユーザプロフィール情報、各参加者に
関連付けられた先の交流履歴又は仮想会議環境の各参加者に関連付けられた任意の他の適
切な履歴データに基づき、その仮想会議環境によって形成され得る。例えば、この情報は
、参加者、等級、割り当てにおける成績等に関連付けられた過去の参加統計を含む。
【００４１】
　別の実施形態において、仮想会議を指導する参加者は、更に、そのブレークアウトグル
ープがどのように形成されるかに影響を与え得る。例えば、参加者は、（例えば、グラフ
ィックなクリックアンドドラッグ機構又は他の適切な行為を使用して）形成されたブレー
クアウトグループ間で参加者を移動する、又はブレークアウトグループが形成されたとき
、どの参加者が同一のブレークアウトグループ内にいるべきかを指示することを選択し得
る。
【００４２】
　仮想会議を指導する参加者は、更に、形成されたブレークアウトグループのセッション
に関連付けられた開始及び／又は終了時間を決定し得、例えば、いつブレークアウトグル
ープが形成されたか、また、いつブレークアウトグループが付加的なブレークアウトグル
ープ又は１つの大きなグループに吸収されたかを示す。
【００４３】
　一実施形態において、各ブレークアウトグループは、メイングループ（例えば、授業）
からのすべての関連付けられた資料及び／又はリソースの写しを提供され、割り当てられ
た仕事、又は仮想会議における他の適切な行為を実行するために必要な任意の付加的な資
料及び／又はリソースを含み得る。任意の参加者は、必要に応じて、任意のタイプの資料
をアップロードする能力を提供される場合がある。更にまた、ブレークアウトグループが
１つの大きなグループ又は１つ以上の付加的なブレークアウトグループに再組立されると
き、仮想会議を指導する参加者は、（例えば、資料及び／又は付加的な資料を通して）参
加者及び彼らの仕事にアクセスして特徴付けることができる。
【００４４】
　ブレークアウトグループを形成するための論理的アーキテクチャ及びフローの一実施形
態が図３に示される。このアーキテクチャは、クライアント機１３０、１４０、１５０、
１６０、又はそれらの（例えば、仮想会議サービスで行われるいくつかの動作及びクライ
アントで行われたいくつかの動作との）任意の組み合わせにおいて、仮想会議サービス１
００内で実行されたソフトウェアモジュール内に実施されてもよい。
【００４５】
　一実施形態において、アクティブな会議３１０は、参加者がログンして、仮想会議サー
ビス１００を認証するときに（例えば、参加者が授業に到着するときに）形成される。ユ
ーザＩＤ及び他の関連情報を含むユーザデータベース３０５は、ログインプロセス中に質
問されて、各ユーザを独自に識別してもよい。一実施形態において、ブレークアウトグル
ープ選択モジュール３２０は、司会者３２５（例えば、プロセッサ又は講師）からの入力
、会議３４１におけるアクティブな参加者の識別、及びユーザデータベース３０５から検
索され得る他のユーザデータ３０６（又は異なるデータベース）に従ってブレークアウト
グループに更に分割される参加者を選択する。
【００４６】
　限定ではなく一例として、司会者入力３２５は、司会者が、無作為に選択された参加者
を有する４つのブレークアウトグループが存在することを望んでいることを示してもよい
。それに応じて、ブレークアウトグループ選択モジュール３２０は、アクティブな参加者
３４１をできるだけ近い大きさの４つのグループに更に分割するだろう。例えば、学生が
２８人いる場合、７人の参加者の４つのグループが作成されるだろう。学生が２６人いる
場合、７人の参加者の２つのグループ及び６人の参加者の２つのグループが形成されるだ
ろう。参加者を無作為に選択するよりはむしろ、ブレークアウトグループ選択モジュール
３２０は、（例えば、参加者のファーストネーム又はラストネームを使用して）アクティ
ブな参加者の一覧をアルファベット順にざっと読んでもよい。
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【００４７】
　また、各ブレークアウトグループの参加者は、授業又は他の会合の前に司会者によって
事前に割り当てられてもよい。この実施形態において、ブレークアウトグループ選択モジ
ュール３２０は、アクティブな参加者３４１の一覧だけを必要とする。
【００４８】
　一実施形態において、ブレークアウトグループ選択モジュール３２０は、司会者がその
後、見直して修正する場合があるブレークアウトグループの最初のセットを選択し得る。
例えば、最初のセットは、授業における各ユーザの成績等のユーザデータベース３０５に
記憶されたユーザプロフィールデータ又は他の関連データ３０６に基づき選択され得る（
例えば、各グループが少なくともいくつかの高い成績の参加者を含むことを確実にする）
。成績は、授業の各参加者の現在の等級、各参加者が話した累積時間、最近の試験の等級
、司会者によって提供された及び／又は付加的な情報に基づいてもよい。
【００４９】
　ブレークアウトグループ選択モジュール３２０は、他の関連データを検討して、２、３
例を挙げると、参加者の関係（例えば、参加者間の交流の頻度）等のブレークアウトグル
ープの最初のセット、指定の練習の結果、投票結果（例えば、同様の又は異なる回答をし
た参加者のグループを自動的に作ること）、異なる回答（例えば、参加者間の生産的な学
習交換の可能性を最大限にするために、異なる回答をした参加者のグループを自動的に作
ること）、予備授業、及び仮想会議への到着時間又は仮想会議への参加の順序を生成して
もよい。一実施形態において、司会者は、更に、ブレークアウトグループに関する最大の
大きさを指定してもよい。ブレークアウトグループ選択モジュール３２０はその後、この
最大の大きさに従ってブレークアウトグループを形成するだろう。
【００５０】
　一実施形態において、ブレークアウトグループは、参加者又は司会者からの指示又はト
リガ（例えば、ボタンの選択、起動された音声）によって形成され得る。指示又はトリガ
は仮想会議ＧＵＩ内に実施されてもよいし、又は仮想会議に接続された第２のスクリーン
又はモバイル機器上で指定されてもよい。
【００５１】
　一実施形態において、ブレークアウトグループが形成されると、ブレークアウトグルー
プの会員は、ブレークアウトグループの他の会員の動画及び／又は音声を受信しレンダリ
ングするだけだろう。司会者の動画／音声もまた、ブレークアウトグループを訪問すると
き、ブレークアウトグループの会員に共有され得る。これは、例えば、音声を消音して、
他のすべてのグループへの参加者に関するストリームの動画レンダリングを無効にするこ
とによって、達成される場合がある。別の実施形態において、マルチメディアストリーム
配信サービス１２５における発行／購読機構は、クライアントがグループにおける他の参
加者の音声／動画ストリームを予約購読するのみになるまでアップデートされる。他の種
々の機構は、音声が各ブレークアウトグループ内に確実に含まれるようにするために用い
られてもよい。
【００５２】
　一実施形態において、ブレークアウト終了の指示が生成され、ブレークアウトグループ
がいつほぼ終了するのか、及び／又はブレークアウトグループが付加的なブレークアウト
グループ又はより大きなグループ（例えば、元のグループ）に形成されるであろうことを
警告する。指示は、（例えば、ポップアップウインドウを介して）可視であり、（例えば
、アラーム又は着信音を介して）可聴であり、又はそれらの任意の組み合わせとなっても
よい。
【００５３】
　ブレークアウトグループを「訪問」する能力を有することに加え、プロセッサ又は教師
は、音声／動画又はメッセージをブレークアウトグループのすべてに放送してもよいし、
更に、ブレークアウトグループ（例えば、参加者によって課される質問）のうちの１つ以
上からメッセージを受信してもよい。
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【００５４】
　図３に戻って、ブレークアウトグループ３２８が選択されると（すなわち、上記の技術
を使用して各ブレークアウトグループ内の利用が識別されると）、ブレークアウトグルー
プ生成論理３３０は、（とりわけ）ブレークアウトセッション中に使用される資料データ
ベース３３４からの資料の写しを含んでもよい各ブレークアウトグループのインスタンス
を生成する。図３において、例えば、グループ資料３５１及び３５２は、ブレークアウト
グループ３４１及び３４２にそれぞれ提供される。一実施形態において、グループ資料３
５１及び３５２は、各グループによって独立して編集されてもよい資料データベース３３
４、３４１、及び３４２からの資料の写しである。更に、共有された資料３６０の同一の
セットはまた、各ブレークアウトグループによって利用可能になって共有されてもよい。
【００５５】
　一実施形態において、すべてのブレークアウトグループに分散され得る資料及び／又は
リソースは、ユーチューブ動画、ＰＤＦファイル、パワーポイントファイル、ＵＲＬ、ド
キュメントノート、異なる形式の画像ファイル、音声ファイル（例えば、ＭＰ３）、オン
ラインサイトへのリンク、及びブレークアウトセッション中に再検討され得る、及び／又
は編集され得る他の任意の可視又は可聴の資料を含む（がそれらに限定されない）。
【００５６】
　一実施形態において、ブレークアウトグループの各参加者には、仮想会議内の注記要素
を介して、共有されたテキストエディタ及び黒板機能が提供される。共有されたテキスト
エディタは、各クライアント及び／又は仮想会議サービス１００で実行されたプログラム
コードによって実施されてもよい。ブレークアウトグループの各参加者は更に、見えない
資料又はドキュメントを他のブレークアウトグループに追加し得る。これらの付加的な外
部資料は、指定のブレークアウトグループの参加者に対して秘密のままであってもよい（
すなわち、図３のグループ資料３５１～３５２として記憶される）。
【００５７】
　一実施形態において、各ブレークアウトグループには、共有された又は個人的な資料又
はリソースの上端に絵を描いて注釈をつけるツールが提供される。注釈ツールは、各クラ
イアント１３０、１４０、１５０、１６０上で、又は仮想会議サービス１００（又は両方
）上で実行されたプログラムコードとして提供され得る。
【００５８】
　本発明の一実施形態は、資料のグループ固有分散を提供する。例えば、教授、教師、又
は他の形式の司会者は、指定のドキュメント及び他のリソース（例えば、宿題）を（例え
ば、ブレークアウトグループの参加者に基づき）特定のブレークアウトグループに送る場
合がある。
【００５９】
　すでに述べたように、一実施形態において、司会者（例えば、教授又は教師）は、書か
れたテキスト又は話された音声メッセージをすべてのブレークアウトグループに送り、ブ
レークアウトグループに加わり、ブレークアウトグループを残して、すべてのブレークア
ウトグループの鳥瞰的な概観に戻ってもよい。更に、司会者は、各ブレークアウトグルー
プに加わることなく、すべての／各ブレークアウトグループを個々に聞こえるように聞い
て、すべてのブレークアウトグループ内で起こる作業を監督してもよい。司会者は更に、
ブレークアウトグループの各々によって編集されている資料（例えば、タイプされたまま
の共有された注記、絵が描かれたままの黒板、付加されたままの注釈）を見てもよい。司
会者は更に、指定のブレークアウトグループによって定義された個々の質問に回答し、参
加者を、あるブレークアウトグループから別のブレークアウトグループに、又は形成され
たブレークアウトグループから完全に移動し／ドラッグしてもよいし、また、ブレークア
ウトグループフォーメーションをキャンセルし、付加的なブレークアウトグループ又は１
つの大きなグループに戻ってもよい。
【００６０】
　一実施形態において、ブレークアウトグループは（ブレークアウトグループではない他
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の参加者に対して）特徴付けられ得る。例えば、司会者はブレークアウトグループ（例え
ば、クリック、音声作動）を選択してもよく、その結果、仮想会議の中心でブレークアウ
トグループ（及び選択されたブレークアウトグループのすべての参加者）が提示される。
一実施形態において、ブレークアウトグループが提示されているとき、動的状態同期サー
ビス１２０は、各クライアントの状態更新が、ブレークアウトグループの会員が関心事を
有するようになることを確実にするだろう。司会者は更に、選択されたブレークアウトグ
ループではない他の参加者の提示を最小限にし得る。選択された、又は特徴付けられたブ
レークアウトグループに関連付けられた資料が同様に提示されてもよい。
【００６１】
　付加的なグラフィックユーザインターフェース（ＧＵＩ）の特徴が図４から１８に示さ
れる。図４は、参加者が仮想会議サービスにログインすると表示され得る実施形態を示す
。授業初期化グラフィック４０１は、授業が開始する前の時間（本例では５分）の表示を
提供する。ユーザは、仮想クラスルームに入るグラフィックを選択し得る。
【００６２】
　参加者が授業初期化グラフィック４０１を選択すると、参加者は図５に示されたような
予備授業ユーザインターフェースに連れて行かれる。この実施形態において、教室にログ
インした他の参加者の動画サムネイルが予備授業討議領域５０１内に表示される。ツール
５０２のセットはまた、ユーザが互いに文章を書きあったり、個人動画チャットセッショ
ンを開いたりすること等を許可する。
【００６３】
　図６は、授業のためのプロジェクタで一枚のスクリーンを共有し、別々の装置（例えば
、コンピュータ、タブレット等）を使用して、仮想クラスルームと接触する（例えば、中
心位置で話す、テキストコメント及び／又は質問を提供する等）複数の学生を示す。
【００６４】
　図７Ａは、教授が最初に動画会議に参加したときのグラフィックユーザインターフェー
スを示す。図示されたように、参加者サムネイル７０１はメインディスプレイの周囲に無
作為に配置される。それに対して、図７Ｂにおいて、参加者サムネイル７０１は、ディス
プレイの上部に組織的に移動してしまった（もはや一次話者領域を目立たなくすることは
ない）。参加者サムネイル７０１の順序は、アルファベット順であってもよいし、等級又
は授業の成績等の他の変数に基づいてもよい。
【００６５】
　すでに述べたように、現在の話者は、パワーポイントの提示又は他のグラフィック資料
等の授業中の種々の視覚資料に依存してもよい。図８は、話者がディスプレイの中心領域
に表示された資料８０２に依存している一実施形態を示す。一実施形態において、これは
、選択されたときに、話者に、話者が授業中に表示される資料を識別することを可能にす
る（物理的な、又はグラフィックの）制御ボタンを提供することによって可能となる。話
者の動画画像は、場所と大きさに基づき参加者サムネイル７０１とは異なるディスプレイ
の底部に向かってサムネイル画像８０１に対して相殺される（すなわち、話者サムネイル
８０１は参加者サムネイル７０１より大きい）。
【００６６】
　一実施形態において、教授は、ジェスチャ制御を使用して話者資料の内容を操作する。
例えば、図８において、教授は自分の手を回転させて、人間の脳の画像を一次表示領域内
で回転させる。ジェスチャ制御は、教授のコンピュータに取り付けられたモーションコン
トローラからのセンサデータを捕獲することによって実施されてもよく、それを使用して
内容を修正する、又は再配置する（例えば、３Ｄ回転）。発行／購読機構を通して、これ
らの修正を引き起こしたセンサデータのストリームは、授業／会議における他のすべての
クライアントを考慮して再現され得る。
【００６７】
　一実施形態において、授業／会議中に「挙手」するために、学生／参加者にグラフィッ
クが提供される。教授又は他の司会者には、（例えば、手のアイコン又は他の形式のハイ



(18) JP 2017-537412 A 2017.12.14

10

20

30

40

50

ライトグラフィックによってハイライトされている学生のサムネイルを介して）挙手して
いる学生の視覚指示が提供され、学生のサムネイルを選択することによって学生を承認し
てもよい。図９は、教授によって承認された学生の動画フィードを表示するための動画領
域９０１を示す。彼女は教授の承認に応じて教授と共に主要要素又は中心要素に参加する
。
【００６８】
　図１０は、ブレークアウトグループを形成する目的のために行われた投票を示す。すな
わち、ブレークアウトグループは投票に対する参加者の回答によって最初に決定される。
ブレークアウトグループは、同様に投票した参加者を含み得る、又は異なって投票したす
べての参加者を含む混合グループになり得る。図示された実施形態において、参加者の回
答が示されるが、別の実施形態において回答は無記名になり得る。
【００６９】
　図１１は、（資料が中心に表示され、教授の動画画像が側面に対して相殺された、図８
に示された実施形態とは対照的に）教授がディスプレイの中心の一次話者領域に資料を重
ねる選択肢を選択したＧＵＩ特徴を示す。教授は、異なる制御キー又はグラフィックを使
用してこの選択肢を指定し得る。この実施形態において重ねられた資料はまた、実時間シ
ミュレーションであってもよい。
【００７０】
　図１２は、ＵＩ内に２つの一次話者領域１２０１から１２０２を含む実施形態を示す。
この実施形態は、例えば、二人以上の参加者間での討論を可能にするために、又はブレー
クアウトグループの２つの代表に結果を提示させるために、使用されてもよい。付加的な
ユーザは、付加的な話者領域内に付加され得る。例えば、Ｎ個の隣接領域は討論中又はブ
レークアウトグループ提示中にＮ人の異なるユーザのために使用されてもよい。一実施形
態において、参加者が現在の話者領域１２０１から１２０２に示されるとき、ユーザのサ
ムネイルは、参加者サムネイル領域７０１から除去される場合がある。
【００７１】
　すでに述べたように、一実施形態において、ユーザはタブレット装置等のタッチスクリ
ーン装置を介して資料を見て注釈を付ける能力を提供される。図１３は、資料が提示され
、資料の注釈が会議の参加者によってなされたタブレットの一実施形態を示す。参加者（
例えば、ＵＩの上部の少し拡大された視覚的合図において示される）は資料を提示して、
授業又は会議の前で資料に注釈を付けることができる。各参加者は資料に釈を付ける能力
を有してもよいし、有していなくてもよい。１つにおいて、教授は資料に注釈を付ける能
力を提供され、他の参加者に対するアクセスを許可してもよい。
【００７２】
　図１４は、模範的なメッセージと、ブレークアウトグループに設置されようとしている
参加者に表示されたＧＵＩを示す。図示された実施形態において、ＧＵＩはブレークアウ
トグループにおける参加者の静止画像又は動画を備えるブレークアウトグループサムネイ
ルのセットを含む。
【００７３】
　図１５ＡからＢは、ブレークアウトグループサムネイル１５０１、ブレークアウトグル
ープ資料１５０２、及びブレークアウトグループによって記録された注記１５０３の垂直
に配置されたセットを含む模範的なセットのブレークアウトグループＧＵＩを示す。更に
、図１５Ｂは、どのようにしてブレークアウトグループ資料１５０２が注釈１５０４によ
って編集され得るかを示す（例えば、タッチスクリーン、マウス、又は他のユーザ入力装
置を介して行われる）。
【００７４】
　本発明の一実施形態において、教授又は教師は、業務時間中に学生と遭遇することが可
能であってもよい。図１６Ａは、参加者が業務時間中に教授、現在の話者領域１６０２に
おいて示された教授の動画と遭遇しているときに、参加者の動画が現在の話者領域１６０
１に表示された模範的な実施形態を示す。図１６Ｂは、学生成績データ１６０５によって
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示されたような、学生と教授が授業における学生の成績を再検討する模範的な実施形態を
示す。この実施形態において、学生及び教授の動画はサムネイル画像１６０５内に表示さ
れる。図１６Ｃに示されたように、学生及び教授は、領域１６１０において再生された授
業中の学生の参加を再検討してもよい。先に述べたように、授業からの音声及び／又は動
画は、外部マルチメディア記憶サービス１９０から記憶され再生されてもよい。
　Ｄ．付加的な構造上の実施形態
【００７５】
　すでに述べたように、本発明の一実施形態において、動的状態同期サービス１２０は種
々のクライアント１３０、１４０、１５０、１６０と相互作用し、各クライアントの状態
（例えば、話者キューの現在の状態、現在の中心話者位置における参加者の識別、各ブレ
ークアウトグループにおける参加者の識別等）が一貫することを確実にする。図１７に示
されたように、動的状態同期サービス１２０の一実施形態は、各クライアントが他の各ク
ライアントのために状態更新を受信するために購読することを許可する発行購読論理１７
２１を含む。一実施形態において、発行購読論理１７２１はクライアントごとに発行キュ
ーを維持し、すべてのクライアントは、他の各クライアントの発行キューを購読する（す
なわち、すべての状態更新がすべてのクライアントによって受信されることを確実にする
）。このように、クライアント１３０が状態更新をその発行キューに送信するとき、クラ
イアント１３０の発行キューを購読するクライアント１３０、１４０、１５０のすべてが
状態更新を受信する。
【００７６】
　更に、一実施形態において、シーケンス番号付け論理１７２２は、状態更新が正しい順
序で各クライアントに適用されることを確実にする。例えば、シーケンス番号付け論理１
７２２は、各クライアントから受信された各新しい状態更新の受信に応じてカウンタの値
を増加させてもよい。現在のカウンタ値はその後、各状態更新に取り付けられ、状態更新
が、それらが動的状態同期サービス１２０によって受信された順序で適用されることを確
実にしてもよい。例えば、発行購読論理１７２１は状態更新ごとにパケットを構築しても
よいし、各クライアント１３０、１４０、１５０に送信する前に、カウンタ値を各パケッ
トのフィールド内に埋め込んでもよい。
【００７７】
　一実施形態において、各クライアント１３０、１４０、１５０は、状態更新を処理する
、状態管理論理１７０１、１７０２、１７０３をそれぞれ含み、一貫したローカル状態１
３５、１４５、１５５をそれぞれ維持する。状態管理論理１７０１、１７０２、１７０３
は、状態更新のすべてが最初に記憶されたグローバル並び替えバッファ１７１１、１７２
１、１７３１を維持する。パケットは、順序が狂ってインターネットで受信されることが
あってもよいため、状態更新が、各状態更新に関連付けられたカウンタ値と同一の順序で
適用されることを確実にすることが必要なとき、グローバル並び替えバッファは状態更新
を並び替えるために使用される。
【００７８】
　更に、一実施形態において、状態管理論理１７１１、１７２１、１７３１は、発行者シ
ーケンス番号を割り当てて、そのクライアント１３０、１４０、１５０によってそれぞれ
ローカルに生成された状態更新の順序を示す。例えば、クライアント１３０上の参加者が
現在の話者になりたいという要求を生成し、その後、質問する要求を送り、その後、現在
の話者になりたいという要求を除去する場合、状態管理論理１７０１は、シーケンス番号
をこれらの状態更新の各々に割り当てて、それらが購読された順序を示してもよい。発行
者シーケンス番号は、各状態更新と共に発行購読論理１７２１に送信され、個々のクライ
アントによって受信される。状態更新が、それらが生成されたときと同一の順序で適用さ
れることを確実にするために、状態管理論理１７０、１７０２、１７０３は、グローバル
並び替えバッファ１７１１、１７２１、１７３１にそれぞれ縛られていてもよい、発行者
並び替えバッファ１７１２から１７１４、１７２２から１７２４、１７３２から１７３４
のセットをそれぞれ維持する。状態管理論理１７０１から１７０３は、発行者シーケンス
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番号に従って発行者並び替えバッファ１７１２から１７１４、１７２２から１７２４、１
７３２から１７３４内で状態更新を並び替えて、状態更新が、それらが各クライアント上
に生成されたときと同一の順序で適用されることを確実にする。
【００７９】
　最終結果は、状態更新が発行購読論理１７２１によって受信された順序に基づき状態更
新のグローバル順序が維持され、プログラム順序が個々のクライアント上で行われた動作
のシーケンスに基づき維持されることである。
【００８０】
　参加者が異なる時間に仮想クラスルーム（又は他のタイプの仮想会議）に到着してもよ
いため、本発明の一実施形態は新しく到着したクライアントを正しい状態によって初期化
するための技術を含む。図１８に示されたように、これは一実施形態において、各クライ
アントの現在の状態を状態データベース１１５内に維持する持続状態マネージャ１１０（
上記に簡単に記述されている）によって達成される。状態更新がクライアントで生成され
るたびに、そのクライアントは状態更新の指示を最初に、持続状態マネージャ１１０に送
信し、持続状態マネージャ１１０は状態更新を状態データベース１１５内に記憶する。ク
ライアントは、その後、発行購読論理１７２１と接続し、状態更新を他のクライアントに
対して発行する。こうして、状態データベース１１５は、すべてのクライアントの現在の
状態の持続的な表現を含む。
【００８１】
　一実施形態において、（例えば、進行中の授業に参加している参加者に応じて）新しい
クライアント１８１０がオンラインになるとき、その状態管理論理１８２０は以下の動作
を行って、そのローカル状態１８１５を初期化する。一実施形態において、状態管理論理
１８２０は、最初に、発行購読論理１７２１との接続を確立し、（先述のように）他のす
べてのクライアントによって発行されたすべての状態更新と、それ自身の状態更新を購読
する。それはその後、発行購読論理１７２１から受信されたすべての状態更新のバッファ
リングを開始する。一実施形態において、状態管理論理１８２０はその後、持続状態マネ
ージャ１１０に接続し、状態データベース１１５に記憶された現在の持続状態の写しを受
信する。インターネット上でのトランザクション遅延を仮定して、最初の接続が持続状態
マネージャ１１０に対してなされている期間中と状態が状態データベース１１５からダウ
ンロードされるときに、状態データベース１１５内の持続状態に変化があってもよい。更
に、状態管理論理１８２０が発行購読論理１７２１から受信するいくつかの状態更新は、
（すなわち、状態管理論理１８２０がまず発行購読論理１７２１に接続するため）すでに
状態データベース１１５に反映されていてもよい。このため、状態データベース１１５か
らの状態の検索に続いて、状態管理論理１８２０は、そのローカル状態１８１５を初期化
するために必要な状態データのすべての上位集合を有してもよい。それは冗長状態更新を
含んでもよく、そのうちのいくつかは状態データベースから持続状態に反映され、また、
そのうちのいくつかは発行購読論理から受信される。
【００８２】
　これらの冗長が連続して分解されることを確実にするために、本発明の一実施形態は、
すべての状態更新がべき等であることを確実にする。当業者に理解されるように、べき等
性は、最初の適用以上の結果を変化させることなく複数回適用され得るコンピュータサイ
エンスにおける動作特性である。このように、例えば、クライアント１３０の参加者が話
者キューに付加されることを要求する場合、この状態更新は、新しいクライアント１８１
０に複数回適用されて（例えば、状態データベース１１５から一度、発行購読論理１７２
１から一度）同一のローカル状態１８１５を達成し得る（すなわち、状態更新の第２の適
用は最終的なローカル状態１８１５を変更しないだろう）。このように、すべての状態更
新がべき等であることを確実にすることによって、冗長状態更新は、各クライアントの根
本的なローカル状態に影響を与えることなく、単に複数回、適用されてもよい。
【００８３】
　要約すれば、状態管理論理１８２０が状態データベース１１５から持続状態の写しを受
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信して適用し、発行購読論理（そのうちのいくらかは冗長であってもよい）から受信され
た状態更新のすべてを適用すると、新しいクライアント１８１０のローカル状態１８１５
は、他のクライアント１３０、１４０のローカル状態１３５、１４５と一致するだろう。
【００８４】
　応答ユーザインターフェースを確実にするために、状態管理論理１８２０の一実施形態
は、ローカル参加者からの入力に応じて推測状態更新をローカルに適用し、その後、状態
更新を分解し、発行購読論理１７２１からの状態更新応答の受信における一貫性を確実に
する。例えば、キューキーを選択して保持するクライアント１８１０の参加者に応じて、
状態管理論理１８２０は話者キューの参加者を即座に設置し、及び／又は（参加者が最初
にキューにいる場合）参加者を話者領域の中心に設置してもよい。このように、状態更新
が参加者のグラフィックユーザインターフェースに即座に反映されて、結果的に肯定ユー
ザ体験をもたらしてもよい。
【００８５】
　状態管理論理１８２０はその後、状態更新を、上記のようにそれにシーケンス番号が割
り当てられた発行購読論理１７２１に送信する。クライアント１８１０がそれ自身の発行
キューと他のすべてのクライアントの発行キューを購読するため、クライアント１８１０
は、状態更新を発行購読論理１７２１から受信するだろう。それ自身の状態更新を受信す
る際、グローバル及び発行者並び替えバッファの両方が適用されて適切な順序付けを確実
にし、その後、更新がクライアント１８１０に再適用される。適切な順序付けが維持され
るため、状態更新の第２の適用は状態の一貫性を確実にする。更新を再適用することは、
すでに述べたように、状態更新のべき等特性のためにそうしてもよい。
【００８６】
　状態更新の第１の適用と第２の適用の間にクライアント１８１０に対して介在し相反す
る更新が存在する場合、ユーザインターフェースにおいてフリッカーの可能性がある。そ
のフリッカーは状態の一貫性に影響を与えないが、ユーザにとって望ましくない視覚効果
をもたらし得る。一実施形態において、フリッカーのいくつかのインスタンスは相反する
状態更新を明確に検出することによって取り除かれる。相反する状態更新を検出するため
に、クライアント１８１０に対する各着信状態更新が推測で適用された状態の変化のキュ
ーに対してチェックされ、それが推測で適用された状態に影響を与えるかどうかを見るだ
ろう。相反する着信状態更新が検出される場合、具体的には、クライアント１８１０が推
測更新としてすでに状態更新を適用したとき（すなわち、クライアント１８１０が状態更
新を発行したとき）、クライアント１８１０は１つの重要なケースにおいてその更新を適
用せず、他の相反する状態更新は検出されなかった。この最適化は、例えば、ユーザが話
者キューへの入力を要求し、その後、すぐに（発行購読サーバに対する往復時間より短い
時間で）話者キューから取り除かれることを要求するとき、フリッカーを除外する。
【００８７】
　図１９に示されたように、一実施形態において、マルチメディアストリーム配信サービ
ス１２５は、クライアント１３０、１４０、１５０の各々ごとに音声及び動画ストリーム
の受信及び配信を管理するためのストリーム転送論理１８２０を含む。特に、一実施形態
において、各クライアント１３０、１４０、１５０は、その参加者の音声及び／又は動画
を獲得し、音声／動画をストリーム転送論理１９２０にストリーム配信し、ストリーム転
送論理１９２０は、音声／動画ストリームをクライアント１３０、１４０、１５０の各々
に転送する。動画カメラ１９１０及びマイクロフォンは、参加者の動画及び音声をそれぞ
れ獲得するために示される。各クライアント１３０は更に、ＧＵＩ１３２がレンダリング
されたディスプレイと他の参加者の音声を生成するための話者１９１２を含む。一実施形
態において、音声／動画（Ａ／Ｖ）圧縮及び展開論理１９０２は、参加者の音声と動画を
圧縮し、圧縮された音声／動画は、その後、仮想会議アプリ又はブラウザ１９０１によっ
てストリーム転送論理１９２０にストリーム配信される。Ａ／Ｖ圧縮／展開論理が図１９
のアプリ／ブラウザ内に統合されて示される一方、これはアプリ／ブラウザによってアク
セスされた論理的個別モジュールであってもよい。
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【００８８】
　一実施形態において、各クライアント１３０、１４０、１５０のアプリ／ブラウザ１９
０１は、ストリーム転送論理１９２０とウエブソケット接続を確立し、他のクライアント
の各々からストリームを受信する。ストリーム転送論理１９２０は、各クライアントが他
のすべてのクライアントの音声及び動画フィードを購読する発行／購読機構を使用して、
音声／動画を配信し得る。ストリーム転送論理はその後、入力音声／動画フィードをすべ
ての購読クライアントに転送する。
【００８９】
　音声及び動画を他のクライアントから受信する際、Ａ／Ｖ展開論理１９０２は音声及び
動画ストリームを圧縮／展開し、動画をＧＵＩ内（例えば、サムネイル画像内、又は上記
のように中心話者領域内）にレンダリングし、話者１９１２を介して復号化された音声を
出力する。
【００９０】
　一実施形態において、Ａ／Ｖ圧縮／展開論理１９０２は、ＧＵＩ内に示された参加者の
動画画像の大きさに依存して、参加者の動画に対する圧縮を調整する。例えば、参加者が
現在の話者の場合（すなわち、話者キューの上部で）、Ａ／Ｖ圧縮／展開論理１９０２は
、高い解像度が比較的大きな話者領域のために動画品質の許容レベルを提供する必要があ
るため、比較的高い解像度及び／又はフレームレートで動画を符号化してもよい。対照的
に、参加者が現在の話者でない場合、その後、圧縮／展開論理１９０２は比較的低い解像
度及び／又はフレームレートで動画を符号化して、動画をサムネイル領域内に表示するた
めに許容品質を提供し得る。アプリ／又はブラウザ１９０１は、クライアントに記憶され
たローカル状態データ１３５を読むことによって動画画像の要求された大きさ（例えば、
ユーザが現在の話者であるかどうか）を決定し得る。一実施形態において、アプリ／ブラ
ウザ１９０１は、これにより、その後、解像度及び／又はフレームレートを調整するであ
ろうＡ／Ｖ圧縮／展開論理１９０２に対して所望のビットレートを指定し得る。例えば、
話者が一人しかいない場合、その後、唯一の高品質のストリームがすべてのクライアント
に送信されて送られるため、これらの技術はビットレートを妥当なレベルに維持するのに
役立つであろう。一実施形態において、新しい参加者が現在の話者になるとき、これは各
クライアントの状態データに反映され、このためアプリ／又はブラウザはＡ／Ｖ圧縮／展
開論理を制御するであろう（すなわち、新しい話者を示している動画ストリームの解像度
及びフレームレートを増加させる）。
【００９１】
　本発明の一実施形態において、各アプリ／又はブラウザ１９０１は、各クライアントに
利用可能なビットレートと、ＧＵＩ内の種々の動画領域の要求に基づき、動的ビットレー
ト適応を行う。例えば、２Ｍｂｐｓが特定のクライアント１３０によって利用可能である
場合は、その後、（例示的ＧＵＩとして図１２を使用して）アプリ／ブラウザ１９０１は
、Ａ／Ｖ圧縮／展開論理１９０２に対して、１Ｍｂｐｓを割り当てて現在の話者領域１２
０１から１２０２の両方を符号化することを指定してもよく、また残りの１Ｍｂｐｓを割
り当てて参加者サムネイル７０１のすべてを符号化してもよい。Ａ／Ｖ圧縮／展開論理１
９０２はその後、ＧＵＩの領域ごとに割り当てられたビットレートに従って動画を圧縮す
る／展開するだろう。更に、一実施形態において、各参加者は、参加者の出力動画ストリ
ームを符号化するときに使用される異なる品質レベルを選択する能力を提供されてもよい
。例として、これらの選択可能なレベルは高品質、低品質、及び音声のみを含んでもよい
（すなわち、動画フィードはない）。
【００９２】
　すでに述べたように、マルチメディア記憶サービス１９０は、後続の再生のために、授
業（又は他の仮想会議）の音声及び動画を獲得し、記憶し得る。図２０に示されたように
、一実施形態において、マルチメディア記憶サービス１９０は、任意の他のクライアント
のように取り扱われ、記憶装置２０００のすべての参加者に関するすべての音声／動画ス
トリームを受信して記録するように構成されてもよい。使用されたデータフォーマットは
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、各参加者の複数の音声と動画クリップを備えてもよい。更に、タイムスタンプは仮想授
業の再生を再構築するために使用され得る各音声及び動画クリップに関連付けられてもよ
い（すなわち、各音声及び動画クリップが適切な時間に再生されることを確実にする）。
【００９３】
　すでに述べたように、マルチメディア記憶サービス１９０に記憶された動画及び音声コ
ンテンツは、ライブの仮想会議中に使用された音声／動画より高い品質であってもよい。
例えば、図２０に示されたように、個々のクライアントのローカル音声及び／又は動画獲
得論理２００５は、マルチメディアストリーム配信サービス１３０を通してストリーム配
信することが可能な動画及び音声より高い品質の動画及び音声を獲得し得る。より高い品
質の音声／動画は、仮想会議中に、各クライアント１３０の記憶装置２００１のセットの
音声及び／又は動画クリップとしてローカルに記憶されてもよい。会議が終了すると、こ
れらのクリップはマルチメディア記憶サービス１９０の記憶装置２０００にアップロード
されてもよい。例えば、参加者が話すたびに、ユーザの音声のローカル音声クリップ（例
えば、ＭＰ３又はＡＡＣクリップ）はマルチメディア記憶サービス１９０に記録され、そ
の後、アップロードされてもよい。付加的に、（下記に非常に詳しく述べるように）再生
のための仮想会議を再構築するために使用可能な、状態データ１３５、１４５、１５５、
１６５、タイムスタンプデータ、及び／又は他の任意のデータは、マルチメディア記憶サ
ービス１９０に収集されて記憶され得る。
【００９４】
　一実施形態において、仮想会議２０００から記録された音声／動画は、ブレークアウト
グループの各々によって生成された音声／動画及び他のコンテンツを含んでもよい。この
実施形態において、音声／動画クリップの各々は、そこからそれらが収集されたブレーク
アウトグループを識別する識別子に関連付けられてもよい。このようにして、教授又は教
師は音声／動画及び他のコンテンツを個々に再生して、各ブレークアウトグループによっ
て生成された討議及びコンテンツを再構築及び再検討してもよい。
【００９５】
　一実施形態において、音声、動画、及び他のコンテンツの再生は、仮想会議再生ツール
を使用して行われる。再生ツールは、個々のアプリ又はアプリケーションとして、又はブ
ラウザプラグインとして実施され得る。
【００９６】
　上記の実施形態は中心仮想会議サービス１００に依存してクライアント間に接続を確立
し、ストリームクライアント間に動画及び音声をストリーム配信する一方、本発明の根本
的な原理は特定の実施に限定されない。例えば、一実施形態において、クライアントは、
（例えば、ピアツーピアのネットワークプロトコルを使用して）中心サーバなしか、又は
ディレクトリサーバとして中心サーバを単独で使用するかのどちらかで、互いにピアツー
ピアの接続を確立するように構成され、仮想会議に参加している他のクライアントのネッ
トワークアドレスを検索する。ピアツーピアの接続を介して接続すると、クライアントは
、話者キュー及びブレークアウトグループの管理を含む上記の同一の状態同期技術を実施
してもよい。更に、この実施形態において、クライアントは互いに直接接続を確立して、
参加者の動画及び音声を交換する。
【００９７】
　あるいは、参加者間に動画及び音声ストリームを単に転送するよりはむしろ、中心仮想
会議サービス１００は、個々のクライアントの能力に基づき動画及び／又は音声を圧縮／
再圧縮してもよい（例えば、より小さいディスプレイ又はより低いビットレートのネット
ワーク接続を備えるクライアントのために、解像度及び／又はフレームレートを減少させ
る）。更に、一実施形態において、仮想会議サービス１００は、クライアントの各々から
の動画ストリームを、その後、クライアントのすべてにストリーム配信された単一の動画
ストリームにまとめてもよい（例えば、動画ストリームのすべてをその後、圧縮されて、
クライアントにストリーム配信された単一の動画フレームに合成する）。
【００９８】
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　更に、種々の異なる形式の動画及び音声圧縮はクライアント及び／又は仮想会議サービ
ス１００によって使用されてもよい一方、依然として本発明の根本的な原理に適合してい
る。これは動画符号化のためのＨ．２６４、ＶＰ８、及びＶＰ９、並びに音声符号化のた
めのＯｐｕｓ及びｉＳＡＣを含むがそれらに限定されない。
　仮想会議対話型タイムラインのためのシステム及び方法
【００９９】
　上記のように、いくつかの仮想会議システムにおいて、会議主催者又は司会者には、グ
ラフィック制御パネルを介して仮想会議システムの状態の制御が提供される。例えば、２
人以上の学生の間に討論を設定すべきときには、教授は制御パネルを使用して２人以上の
話者位置を含むグラフィックユーザインターフェースを手動で再配置し、討論に参加する
学生を識別する。同様に、授業をブレークアウトグループに更に分割するために、教授は
制御パネルを使用して、ブレークアウトグループの大きさを手動で指定し、各グループの
学生を識別し、各グループがブレークアウトセッション中に使うのに必要な資料を提供し
、ブレークアウト期間の持続を指定する。ブレークアウト期間が終了したとき、教授は、
再度、制御パネルを使用して、グラフィックユーザインターフェースを再配置し、各ブレ
ークアウトグループの結果を再検討する。別の実施例として、投票が行われることになっ
ているとき、教授は制御パネルを使用して、グラフィックユーザインターフェースに対す
る付加的な修正を含んでもよい投票を開始する。
【０１００】
　講師（又は他の司会者）に、授業（又は他の形式の仮想会議）の途中に上記の動作のす
べてを手動で行うことを要求することは、気晴らしになり得、また時間がかかり得る。こ
の問題に取り組むため、本発明の一実施形態は、仮想会議の途中に発生することが予定さ
れた、順序付けられたイベントの各々のグラフィック表現を含む対話型な動画会議タイム
ラインを備える。イベントを実施することが要求された動作のシーケンスを行うために、
教授（又は他の司会者）はイベントに対応するグラフィック表現を単に選択する。代替的
な実施において、グラフィック表現は、各イベントに関連付けられたタイミング情報に従
ってシステムによって自動的に選択されてもよい。
【０１０１】
　以下の討議の残りがオンライン教室の実施に焦点を合わせる一方、本発明の根本的な原
理は、異なるイベントが仮想会議システム構成に対する変更を要求する任意の仮想会議環
境で実施され得る。
【０１０２】
　図２１Ａは授業に関する授業計画が更に複数の「セクション」２１１０から２１１１に
分割されたオンライン教室で使用するための模範的なグラフィックの対話型タイムライン
２１５０を示し、各セクションは授業中の予定されたイベントに対応する複数の「セグメ
ント」２１２０から２１２３、２１３０に更に分割される。タイムラインからのセグメン
トの選択は、タイムラインが表示されたクライアント（典型的には講師のクライアント）
に、セグメント２１２０に関連付けられた動作を動画会議システムに実行させる１つ以上
のコマンドを送信させる。示された実施例において、セグメント２１２０はハイライトさ
れて、このセクションが現在、オンライン仮想会議システムによって実施されていること
を示す。この特定のセグメント２１２０が、（「１アップ」指示によって示されるように
）中心話者領域に表示されている単一の参加者の動画によって投票を行うことに関連付け
られているため、（講師によって手動的に、又は自動的にのどちらかによる）このセグメ
ントの選択は、セグメントが選択されたクライアント装置に１つ以上のコマンドをオンラ
イン動画会議システムに送信させ、「１アップ」ユーザインターフェース配列を使用して
投票を実施する。これは、例えば、投票データを収集するために必要なデータ構造を生成
することと、話者領域（例えば、教授）及び各参加者によって回答される１つ以上の投票
質問を含む領域において単一の話者の動画を含むグラフィックのユーザインターフェース
を生成することとを含んでもよい。
【０１０３】
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　一実施形態において、上記に詳述された動的状態同期サービス１２０は、コマンドの受
信に応じて各クライアントの状態を同期させる。例えば、動的状態同期サービス１２０は
オンライン投票を実施するよう要求された状態データベース１１５で記録を開いてもよい
し、仮想会議グラフィックのユーザインターフェースがすべてのクライアントを通して一
貫していることを確実にするためにオンライン会議に参加しているクライアントの各々に
同期信号を送信してもよい。
【０１０４】
　一実施形態において、タイミングデータはセクション及び／又はセグメントの各々に関
連付けられてもよい。例えば、図２１Ａにおいて、各セクションに割り当てられた時間は
、各セクションに関連付けられたグラフィック要素２１１０及び２１１１内に表示される
（例えば、セクション２１１０及び２１１１の各々に関して１０分）。更に、一実施形態
において、経過時間インジケータ２１６０は授業中に経過した全時間を示して表示されて
もよい。経過時間の色が更新されて授業が適時に進んでいるかどうかについての指示を提
供してもよい。例えば、緑色は、授業が予定どおり進んでいる、又は予定より先に進んで
いることを示してもよく、黄色は、授業が予定より少し遅れて進んでいることを示しても
よく（例えば、＜５分、遅れている）、赤色は、授業が予定よりかなり遅れて進んでいる
ことを示してもよい。システムは、授業がタイムライン内でハイライトされた現在のセグ
メントに基づきどのくらい進んだかを判定してもよい。
【０１０５】
　注記セクション２１４０は、命令を各セグメントに関係した教授に提供する。例えば、
注記２１４０は、セグメントの目的及び／又は目標に関係した一般的な命令を提供しても
よい。注記２１４０は更に、講師に、講師が参照してもよい注記を提供してもよい。タイ
ムラインの底部の第１のグラフィックの要素が選択されて注記を表示してもよく、（例え
ば、注記の上部に置かれた）第２のグラフィックのボタンが選択されて注記を隠してもよ
い。
【０１０６】
　図２１Ｂは、動画会議ＧＵＩ２３２０内で統合された模範的なグラフィックの対話型タ
イムライン２１５０を示し、動画会議ＧＵＩ２３２０は、中心話者領域等の上記の種々の
仮想会議の特徴と、種々の会議参加者の動画サムネイルとを含んでもよい。一実施形態に
おいて、講師及び／又は講師の助手は、対話型タイムライン２１５０に対するアクセスを
提供された唯一の参加者である。タイムラインは、講師によるグラフィックのユーザ交流
を介してディスプレイに隠され持ち込まれてもよい。例えば、一実施形態において、講師
はＧＵＩの右側に対してグラフィックのボタン又は他の要素を選択してもよいし、又はキ
ーボード上で指定された制御キーを選択して対話型タイムライン２１５０を見えるように
してもよい。
【０１０７】
　一実施形態において、タイムラインイベントが（例えば、セグメント２１２０から２１
２３のうちの１つを選択している講師に応じて）アクティブであるとき、自動的にハイラ
イトされたイベントが機能しなくなり、イベントの偶発的な再トリガを防ぐ。ブレークア
ウト又は投票がタイムラインでアクティブなとき、それらのメインボタンは機能しなくな
るだろうが、異なる選択可能な行為が提供され得る。例えば、ブレークアウトのためには
、メッセージフィールド上のキーボードフォーカスによってブレークアウトサイドバーを
開く「すべてメッセージを送る」選択肢が現れてもよい（例えば、そのため講師はすべて
の学生にメッセージを送ってもよい）。更に、「エンドブレークアウト」の選択肢が現れ
て、講師にブレークアウトセッションを終了させてもよい。投票のために、「投票を再開
する」選択肢が現れて投票を取り戻してもよく、また「投票を終わらせる」選択肢が現れ
て投票プロセスを終了させてもよい。Ｎ個のアップ（例えば、Ｎ人の学生を話者領域に設
置すること）を提供するセグメントのために、Ｎ人の無作為の学生が選択されてもよく、
及び／又はＮ人の学生が指定された選択基準（例えば、取り上げるべき最小限の冗舌なＮ
人の学生を選ぶこと）に基づき選択されてもよい。一実施形態において、イベントがアク
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ティブでなくなるとすぐに、上記の行為が消滅し、全体の行為が再びクリック可能になる
だろう。
【０１０８】
　図２２Ａ及び２２Ｂは、授業計画がどのように構築され得るかを示し、グラフィック対
話型タイムラインを生成するために使用される。図２２Ａに示された実施形態において、
授業計画２１０１は、オンライン授業より先の、人間に解読可能なフォーマットに構築さ
れ得る（例えば、オンライン大学のために働く学術的なアドバイザのチームによって、講
師によって、等）。図２３は、オンラインワードプロセッサ（例えば、Ｇｏｏｇｌｅ（商
標）Ｄｏｃｓ）を使用して授業計画２１０１が構築された１つのこのような実施を示す。
人間に解読可能なフォーマットで、セクションに関連付けられたタイトル、タイムリミッ
ト、及び開始及び終了時間を示す１つのセクション２３０１が示される。第１のセグメン
ト２３０２は、セグメントに使用される講師の動画とスライドのセットを含む「２アップ
」を設定することを含むセグメントのために行われる必要がある動作の仕様を含む。スク
リプト又は命令のセットが更に、セグメント２３０２内に提供される。６個のブレークア
ウトグループが特定の属性（例えば、授業参加の頻度、等級、投票結果、又は上記の他の
変数のうちのいずれか）に基づき各グループにおける２～３人の学生を使用して形成され
ることになることを示す第２のセグメント２３０３の上部が示される。
【０１０９】
　授業計画２２０１は、授業計画２２０３のコンピュータで解読できる表現を生成するた
めに使用され得る。例えば、図２１Ｂにおいて、コンピュータで解読できる授業計画生成
論理２１０２は授業計画２１０１を使用して、授業計画２１０３のコンピュータで解読で
きる表現を生成する。例えば、コンピュータで解読できる授業計画生成論理２２０２は、
あるキーワード又はフィールドに関する授業計画２１０１をスキャンして、そこに含まれ
たデータをコンピュータで解読できる表現２１０３に埋め込んでもよい。代替的な実施形
態において、授業計画２１０３のコンピュータで解読できる表現は、授業計画２１０３に
含まれるデータを使用してユーザ（例えば、学術的なチームの会員）によって手動で生成
されてもよい。
【０１１０】
　授業計画２１０３のコンピュータで解読できる表現がどのように生成されるかにかかわ
らず、一実施形態において、それはＹＡＭＬフォーマット、周知の人間に解読可能で、か
つコンピュータで解読できるデータシリアライゼーションフォーマット（「別のマークア
ップ言語」と称されることもあるし、再帰的頭字語「ＹＡＭＬはマークアップ言語ではな
い」を使用することもある）で生成される。図２４は、矢印がセクションデータ及びセグ
メントデータをグラフィックの対話型タイムライン２４０２にマッピングしているＹＡＭ
Ｌ表現２４０１の模範的な部分を示す。例えば、ＹＡＭＬ表現２４０１の「セクション１
」はセクションタイトルのためのフィールドとセグメントの持続のためのフィールドを含
む。各セグメントは、タイトルを示しているデータ（例えば、「投票を行う」）、ユーザ
インターフェースで行われる動作（例えば、「１アップ」）、及び動画会議システムでセ
クションを実施するための他の関連情報（例えば、表示される指定のペイン及びＧＵＩ特
徴）を含む。更に、講師によって使用されてもよい注記が、授業中、提供される。上記の
ように、一実施形態において、注記は対話型タイムライン２４０２の下に表示されてもよ
い。
【０１１１】
　図２２Ａに戻って、タイムライン生成論理２２０４は授業計画２２０３のコンピュータ
で解読できる表現を解釈し、タイムラインＧＵＩを生成し、それに関連付けられた根本的
な動作を実施する。一実施形態において、タイムライン生成論理２２０４は、仮想会議サ
ービス１００内の１つ以上の仮想会議サーバで実行されたプログラムコードとして実施さ
れる。種々のタイムラインＧＵＩ特徴及び関連付けられた機能は、その後、ウエブブラウ
ザのコンテキスト又はクライアントにインストールされた会議アプリケーションの中でタ
イムライン及び他のＧＵＩ特徴を実施してもよい講師のクライアントにストリーム配信さ
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れる。あるいは、タイムライン生成論理２２０４は講師のクライアントで直接、実行され
て、タイムラインＧＵＩ及び関連付けられた機能を生成してもよい。この実施形態におい
て、コンピュータで解読できる表現２２０３は、講師のクライアントに直接、送られて、
タイムライン生成論理２２０４によってローカルに解釈されてもよい。もちろん、本発明
の根本的な原理は、タイムラインを実施するためのプログラムコードが実行される特定の
場所に限定されない。
【０１１２】
　図２２Ｂに示された別の実施形態において、グラフィックデザインアプリケーション２
２０４は、授業ごとにタイムラインを構築し、授業計画２２１２のプログラムコード及び
／又はコンピュータで解読できる表現を応答可能なように生成するために使用される。こ
のようなグラフィックデザインアプリケーションの一例が、異なるグラフィックのオブジ
ェクトが各セクション及びセグメントを構築する授業設計者によって移動させられてもよ
い入力のシリーズを備える授業タイムライン領域２５０１を含む図２５ＡからＣに示され
る。図２５Ａに示される実施例において、オブジェクトは（１から６の番号が付けられた
）入力２５１０の第１のセットに移動し、（７から１５の番号が付けられた）入力２５１
１の第２のセットは新しいオブジェクトを受信するために利用可能である。一実施形態に
おいて、授業設計者は、新しいオブジェクトをクリックしてオープン入力２５１１の１つ
にドラッグすることにより、新しいセクション及び／又はセグメントを作成してもよい。
セグメントごとに異なるリソース、タスク、及びＧＵＩ構成を表す異なるオブジェクトが
提供されてもよい。図２５Ａに示された実施例において、オブジェクトは、新しいドキュ
メント２５０２、ＰＤＦ、ノート、動画等の保存されたリソース２５０３、ブレークアウ
トグループ２５０４、投票２５０５、及びスクリーンの共有２５０６を含む。ほとんど無
制限であるこのようなオブジェクトが作成され、各セクション及び／又はセグメントを設
計する授業設計者のために利用可能となってもよい。図２５Ｂにおいて、授業設計者は第
２のブレークアウトオブジェクト２５２０を選択し、第２のブレークアウトオブジェクト
をオープン入力領域２５１１内の次のオープン入力に向けてドラッグしている（入力＃７
）。図２５Ｃは、選択されたオブジェクトのセット２５１０内に位置付けられた第２のブ
レークアウトオブジェクト２５２０を示す。
【０１１３】
　一実施形態において、グラフィック設計アプリケーション内に提供された各オブジェク
トは、そこから授業設計者が選択してもよいパラメータのセットを有してもよい。例えば
、新しいブレークアウトグループを選択する場合、ドロップダウンメニュー又は他のグラ
フィックの選択構造が提供されて授業設計者にブレークアウトグループのためのパラメー
タを選択させてもよい（例えば、グループごとの参加者の人数、セッション中に使用され
るリソース等）。同様に、投票を行うとき、授業設計者は設計ウイジェットを提供されて
、質問と可能な応答のセットに入ってもよい。種々の付加的なオブジェクトの特定デザイ
ンの特徴が提供されて、授業設計者に各セクション及び／又はセグメントを設計させても
よい。
【０１１４】
　一実施形態において、授業設計者が、グラフィック設計アプリケーション２２１１内で
オブジェクトのセットを選択して構成すると、グラフィック設計アプリケーション２２１
１は、その後タイムライン生成論理２２１３によって解釈されてもよい授業計画２２１２
のプログラムコード及び／又はコンピュータで解読できる表現を生成して、本明細書に記
載されたタイムラインＧＵＩ及び関連付けられた機能２２１４を生成するだろう。上記の
ように、タイムラインＧＵＩ及び関連付けられた機能の生成が、仮想会議サービスで、又
はローカルに講師のクライアントで行われてもよい。
【０１１５】
　図２６Ａは、授業計画２１０３のコンピュータで解読できる表現が仮想会議サービス１
００上のタイムライン生成論理２１０４によって解釈され、その結果、タイムラインＧＵ
Ｉ及び関連付けられた機能２１０５が講師のクライアント１６０に送信される１つの特定



(28) JP 2017-537412 A 2017.12.14

10

20

30

40

50

の実施を示す。この特定の実施例において、タイムラインＧＵＩ及び関連付けられた機能
は、講師のクライアント１６０上のブラウザ又はアプリケーション１６１内で実行された
会議ＧＵＩ１６２のコンテキスト内で実行される。一実施形態において、タイムライン生
成論理２１０４は更に、タイムラインの機能を実施するように要求されたデータベースス
キーマを確立する。データベーススキーマは、例えば、タイムライン内で各セクション及
びセグメントを実施するために要求されるリソース及び他の状態を設定するために、確立
されてもよい。一実施形態において、データベーススキーマは、種々の動作及び授業計画
２１０３のコンピュータで解読できる表現内で指定されたオブジェクトに従って設定され
る。
【０１１６】
　更に、示された実施形態において、タイムライン２１０５とデータベーススキーマ２６
００を生成する前にコンピュータで解読できる授業計画２１０３を検証する検証論理２６
０１が採用される。例えば、検証論理２６０１は授業計画２１０３のコンピュータで解読
できる表現を構文解析し、分析して、コンピュータで解読できる表現にエラーが存在しな
いことを確実にしてもよい。コンピュータで解読できる表現がＹＡＭＬフォーマットであ
る場合、例えば、検証論理２６０１は、ＹＡＭＬファイル内で使用された構文が有効であ
ると決定していることを確認し、更に、ＹＡＭＬファイル内で参照されたファイル等の種
々のリソースが教室のために指定された場所に存在することを決定していることを確認す
る。
【０１１７】
　上記のように、タイムラインが講師のコンピュータ上で生成されると、命令は、セグメ
ントを選択することによってそのセグメントに関連付けられた動作のすべてを容易に実施
してもよい。様々な異なる動作が、一例としてであって限定するものではないが、無作為
の又は特定の参加者を取り上げること、又は指定された基準に基づく参加者（例えば、こ
れまでの授業で最も少なく話した参加者、最近の小テストで最も高い得点を取った参加者
、特定の方法で特定の投票質問に返答した参加者等）を選択することを含むセグメント内
に含まれてもよい。更に、セグメントは、話者領域（複数を含む）（例えば、１から８人
の取り上げられた話者それぞれのための、１アップ、２アップ、３アップ、４アップ、５
アップ、６アップ、又は８アップ）内で異なる人数の参加者を取り上げること、又は、２
、３例を挙げると、ＰＤＦ、ユーチューブ（登録商標）動画、ウエブサイトへのリンク、
文書処理又はプレゼンテーションドキュメント、スプレッドシート、写真等の１つ以上の
リソースを表示すること等の様々な異なるグラフィックのユーザインターフェース要素を
実施するために構成されてもよい。セグメント内に含まれた他の動作は、投票を行うこと
、投票結果を参加者に表示すること、複数の投票の投票結果を比較すること、又は一回以
上行われた同一の投票（例えば、一方は授業の初めに行われ、他方は授業の終わりに行わ
れる）、小テストを行うこと、ブレークアウトセッション（例えば、投票結果に基づき参
加者を選択すること）を行うこと、ブレークアウトグループ及びそれらの作業生産物（例
えば、注記）を取り上げること、討論で２人の学生を競技させること、講師の又は参加者
のスクリーンを共有すること、（それの導き方に関する教授のための注記によって）公開
討議を開始すること、及び独立した作業のために期間を割り当てることを含んでもよいが
それらに限定されない。
【０１１８】
　タイムラインに使用されるデータ構造を定義するタイムライン構成要素２６１０、タイ
ムラインセクション構成要素２６１１、及びタイムラインセグメント構成要素２６１２、
タイムライン内のセクション、及び各セクション内のセグメントをそれぞれ含む、タイム
ライン２６００のための模範的なデータベーススキーマが、図２６Ｂに示される。
【０１１９】
　ユーザが（例えば、ＹＡＭＬファイルとして、又は本明細書に記載されるように、ユー
ザインターフェースを介して）タイムライン仕様を入力した後、それはサーバ１００に送
られ、解釈を行う。具体的には、上記のように、検証論理２６０１は、ＹＡＭＬファイル
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又は他のコンピュータで解読できる表現２１０３を有効にし、それによって、リソース、
ブレークアウト、投票等に対するすべての参照が存在し、アクセス可能であることを確実
にしてもよい。ＹＡＭＬファイルフォーマットの場合、フォーマットが適切に厳守する付
加的な確認が存在する。問題があれば、それはユーザに戻って報告され、データベースは
更新されない。
【０１２０】
　一実施形態において、検証が終わると、タイムライン仕様は（例えば、タイムライン生
成論理２１０４によって実施される）「正規化」ステップを通過し、それによって人間に
解釈可能なＹＡＭＬファイルは、より均一であって、そのためより単純でかつコンピュー
タが解釈するためにより効率的である形式に変換される。一実施形態において、正規化形
式は図２６Ｂに示されたスキーマを使用してデータベース２６００に書き込まれる。
【０１２１】
　示されたスキーマにおいて、「タイムライン」２６１０は、（外部キーを通して接続さ
れた）ゼロ又はそれより多くの「タイムラインセクション」からなる。「タイムラインセ
クション」はゼロ又はそれより多くの「タイムラインセグメント」からなる。各タイムラ
インセクションは、「タイトル」と、授業中の時間のトラックを維持し、講師がトラック
を続けることを助けるための「秒単位の持続」を有する。
【０１２２】
　各タイムラインセグメントは、タイムラインのユーザインターフェース構成要素を表示
して、そのタイムラインセグメントの一部である動作を行うことが必要な情報のすべてを
含む、一般的な「詳細」テキストフィールドを有する。タイムラインセグメントが行って
もよい動作に非常に多くの様々なタイプがあるため、「詳細」フィールドは一般的なまま
であり、このため、どのようなデータが記憶されるかについての柔軟性の必要性が非常に
大きい。各タイムラインセグメントは更に、このタイムラインセグメントが、（１）まだ
教授によって使用されていない、（２）現在、授業において進行中である、又は（３）す
でに使用されているかどうかを示す「状態」フィールドを有する。この状態はタイムライ
ンのグラフィックユーザインターフェースを維持するために使用される。
【０１２３】
　上記のように、異なるタイムラインセグメント動作は、（一実施形態において、ｊｓｏ
ｎコードとして記憶される）異なる「詳細」フィールドフォーマットを有する。ステージ
上に、電子メールアドレス、ｓｔｕｄｅｎｔ＠ｍｉｎｅｒｖａ．Ｋｇｉ．ｅｄｕを有する
一人の学生と「ホームレスの減少：最良実施」と名づけられた投票に関する最後の投票結
果を表示するための例示的「詳細」フィールドが下に示される。
　｛
　　タイトル：「投票結果を討議する」、
　　オペレータ：レイアウト、
　　ペインの数：２、
　　持続：１２０、
　　ペイン：［
　　　｛
　　　　タイプ：「人物」、
　　　　電子メール：「ｓｔｕｄｅｎｔ＠ｍｉｎｅｒｖａ．ｋｇｉ．ｅｄｕ」
　　　｝、
　　　｛
　　　　タイプ：「投票結果」、
　　　　名前：「ホームレスの減少：最良実施」
　　　　インスタンスバック：０
　　　｝
　　］
　｝
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【０１２４】
　一実施形態において、この正規化バージョンはユーザ入力ＹＡＭＬから作成され、その
一例は下記のようである。
　タイトル：投票結果を討議する
　持続：２分
　オペレータ：２アップ
　ペイン：
　－タイプ：人物
　　電子メール：ｓｔｕｄｅｎｔ＠ｍｉｎｅｒｖａ．ｋｇｉ．ｅｄｕ
　－タイプ：投票結果
　　タイトル：ホームレスの減少：最良実施
【０１２５】
　同一の正規化バージョンを生成する多くのユーザ入力ＹＡＭＬファイルがある。例えば
、ユーザは、人物のフルネームを指定して、その人物を彼らの電子メールアドレスとは異
なるとして取り上げることができる。正規化バージョンに変換することは、タイムライン
をより容易に実行し、エラーが発生しにくいクライアント側のコードを発展させる。
【０１２６】
　上記のように、一実施形態において、上記の状態同期基盤は（少なくとも部分的に）使
用されて、各選択されたタイムラインセグメントに関連付けられた動作を実施してもよい
。図２７は、講師がタイムラインＧＵＩ２１０５内で１つのセグメント、すなわち、セグ
メント３を選択した、このような一実施例を示す。それに応じて、セグメント３に関連付
けられた機能のセットが連続して実施され、仮想会議サービス１００上で動的状態同期サ
ービス１２０にストリーム配信される。先述の実施形態にあるように、これらの機能の実
行によってもたらされた状態更新は、その後、講師のクライアント１６０を含む動画会議
に対する参加者の各々のクライアントにストリーム配信される。例えば、セグメント３が
投票結果と並行して２人の話者の動画が表示されるべきであると指定すると、その後、投
票結果と共に２人の話者を表示する一連のコマンドがクライアント１６０からストリーム
配信され、動的状態同期サービス１２０を介してクライアント１４０から１６０のすべて
と同期するだろう。一実施形態において、クライアント１６０から送信されたコマンドは
、講師が手動で投票結果との二重話者構成を設定するとその結果生じるコマンドの同一の
セットから構成される。最終結果では、各クライアントのローカル状態１４５、１５５、
１６５が一貫しており、所望のＧＵＩ及び関連付けられた構成を表示するだろう。
【０１２７】
　一実施形態において、講師は、２つの装置を使用して仮想会議サービス１００にログイ
ンしてもよく、対話型なタイムラインを実施するためのある装置を使用してもいい一方、
標準の会議ＧＵＩを実施するための他の装置を使用する。図２８Ａ及び２８Ｂはモバイル
機器とタブレット上でそれぞれ実施される対話型タイムラインを示し、図２８Ｃは個人の
コンピュータで実施された対話型タイムラインを示す。これらの実施形態において、ユー
ザがログインして第１のクライアント装置を使用して仮想会議サービス１００との第１の
通信ソケットを確立し、更に、ログインして第２のクライアント装置を使用して仮想会議
サービス１００との第２の通信ソケットを確立する。一実施形態において、仮想会議サー
ビス１００は２つのソケットの各々を講師のアカウントに関連付け、いずれの装置からの
コマンドも同様の方法で処理するだろう。しかしながら、一実施形態において、仮想会議
環境に変化を反映させる動的状態同期サービス１２０からの状態更新は仮想会議ＧＵＩを
実施するクライアント装置に送信されるが、対話型タイムラインを実施するクライアント
装置には送信されない。
　仮想会議における意思決定支援のためのシステムと方法
【０１２８】
　上記のように、いくつかの仮想会議システムにおいて、会議主催者又は司会者は、グラ
フィックの制御パネルを介して仮想会議システムの現在の状態の制御が提供される。例え
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ば、仮想クラスルーム環境において、講師は、現在の話者又は話者のグループを選ぶ能力
が提供される。選択されると、現在の話者の動画又は話者のグループは仮想会議ＧＵＩの
中心話者領域内に表示され得る。
【０１２９】
　講師（例えば、教授、教師）が授業の討議中に学生に発言を求めることを選ぶとき、こ
の学習の機会から利益を得る学生の選択は不公平で非効率になることもある。人間は種々
の認識の偏り（例えば、性別、又は「有用性」効果）を持ちやすいため、選択は不公平に
なると考えられ、その認識の偏りは質問に回答する学生を選択する際の教授の決定に影響
を与えるかもしれない。質問に回答する学生に発言を求めることに関連付けられた教育的
価値は変化し、異なる学生が同一の質問に回答しようとする試みから異なる程度で利益を
得るため、講師による学生の選択は非効率になり得る。
【０１３０】
　同期教室環境のコンテキストの外側のウエブ会議はこの問題の一般化された形式に煩わ
され、会議の指導者はしばしば公平であろうとし、いかに彼らが他の会議参加者を引き付
けるかにおいて効率的であろうとするが、彼らの試みは種々の人間の偏見と非効率な選択
によって弱体化される。更にまた、講師又は他の司会者が公平又は効率的でありたい範囲
で、彼又は彼女は、学生の行為を追跡するための授業中／会合の重要な認識努力と、準備
のための授業／会合の前後の時間との両方を費やす必要がある。
【０１３１】
　これらの限定の結果、何人かの学生（又は参加者）は、与えられる学習及び／又は話す
機会が他の学生より少なく、価値ある学習の機会が失われる。
【０１３２】
　本発明の一実施形態は、ウエブ会議の指導者（例えば、講師又は他の司会者）に、どち
らの参加者（例えば、特定の学生、会合の参加者のうちのどちらか）が特定の時点でアク
ティブな参加から多くの利益を得られるかについての情報を提供する。例えば、学生が授
業中に特定の質問に回答するために発言を求められてもよく、又は会合の参加者が会議中
の特定の時点で話すように促されてもよい。本明細書に記載された技術を使用して、発言
と学習の機会は偏見なしに効率的かつ公平に提供される。
【０１３３】
　以下の論議が、本願の論議を支援する仮想クラスルーム又は「Ｅラーニング」環境に焦
点を合わせる一方、当業者は、本発明の根本的な原理が、参加者が話すように促されるか
、又はさもなければ参加するように促される任意の仮想会議にまで拡大し得ることを理解
するであろう。
【０１３４】
　図２９は、本明細書に記載された種々のクライアント及びサーバを実施するために使用
されてもよい模範的なコンピュータシステムの構成要素を示すブロック図である。模範的
なコンピュータシステムは、コンピュータで解読できる媒体に記憶されたプログラムコー
ドを実行して本明細書に記載された種々の技術を実施してもよい。具体的には、図２９は
コンピュータシステム２９００の例示的形式の機械の図表示を示し、そのシステム内で機
械に本明細書で論議された方法論のいずれか１つ以上を実行させるための命令２９２４（
例えば、ソフトウェア）が実行されてもよい。代替的な実施形態において、機械はスタン
ドアロンとして動作するか、又は他の機械に（例えば、ネットワーク化されて）接続され
てもよい。ネットワーク化された展開において、機械はサーバ・クライアントネットワー
ク環境におけるサーバ機械又はクライアント機械の資格で、又はピアツーピアの（又は分
散型の）ネットワーク環境におけるピア機械として動作してもよい。以下に更に詳述され
るように、この機械表現は例示的構成を提供して、サーバサイド及び／又はクライアント
サイドでも本明細書に記載された処理を実行する。
【０１３５】
　機械は、サーバコンピュータ、クライアントコンピュータ、パーソナルコンピュータ（
ＰＣ）、タブレットＰＣ、セットトップボックス（ＳＴＢ）、携帯端末（ＰＤＡ）、携帯
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電話、スマートフォン、ウエブアプライアンス、ネットワークルータ、スイッチ又はブリ
ッジ、又は（連続的に、又はその他の方法で）その機械が取る行為を指定する命令２９２
４を実行可能ないずれかの機械であってもよい。更に、単一の機械が示される一方、用語
「機械」はまた、個々に、又は共同して命令２９２４を実行して、本明細書に議論された
方法論のうちのいずれかの１つ以上を行う機械のいずれかのコレクションを含むように解
釈されるものとする。
【０１３６】
　例示的コンピュータシステム２９００は、バス２９０８を介して相互通信するように構
成された、プロセッサ２９０２（例えば、中央演算処理装置（ＣＰＵ）、グラフィックス
・プロセッシング・ユニット（ＧＰＵ）、デジタル・シグナル・プロセッサ（ＤＳＰ）、
１つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、１つ以上の無線統合型回路（ＲＦＩＣ）
、又はそれらのいずれかの組み合わせ）、メインメモリ２９０４及びスタティックメモリ
２９０６を含む。コンピュータシステム２９００は更に、グラフィック表示装置２９１０
（例えば、プラズマ表示パネル（ＰＤＰ）、液晶表示装置（ＬＣＤ）、プロジェクタ、又
は陰極線管（ＣＲＴ））を含んでもよい。コンピュータシステム２９００は更に、英数字
入力装置２９１２（例えば、キーボード）、カーソル制御装置２９１４（例えば、マウス
、トラックボール、ジョイスティック、運動センサ、又は他のポインティング機器）、記
憶装置２９１６、信号生成装置２９１８（例えば、話者）、及びやはりバス２９０８を介
して通信するように構成されたネットワークインターフェース装置２９２０を含んでもよ
い。
【０１３７】
　記憶装置２９１６は、本明細書に記載された方法論又は機能のうちのいずれかの１つ以
上を具体化している命令２９２４（例えば、ソフトウェア）が記憶されたコンピュータで
解読できる媒体２９２２を含む。命令２９２４（例えば、ソフトウェア）は更に、やはり
コンピュータで解読できる媒体を構成しているコンピュータシステム２９００、メインメ
モリ２９０４、及びプロセッサ２９０２によるその実行中に、メインメモリ２９０４内に
、又はプロセッサ２９０２内に（例えば、プロセッサのキャッシュメモリ内に）完璧に又
は少なくとも部分的に存在してもよい。命令２９２４（例えば、ソフトウェア）は、ネッ
トワークネットワーク装置２９２０を介してネットワーク２９２６上に送信されるか、又
は受信されてもよい。
【０１３８】
　コンピュータで解読できる媒体２９２２が単体の媒体となる例示的実施形態に示される
一方、用語「コンピュータで解読できる媒体」は、命令（例えば、命令２９２４）を記憶
できる、単体の媒体又は複数の媒体（例えば、集中型又は分散型のデータベース、又は関
連付けられたキャッシュ及びサーバ）を含むように解釈されるべきである。用語「コンピ
ュータで解読できる媒体」は更に、機械によって実行に関する命令（例えば、命令２９２
４）を記憶することが可能であって、かつ、機械に、本明細書に開示された方法論のいず
れかの１つ以上を行わせるいずれかの媒体を含むように解釈されるべきである。用語「コ
ンピュータで解読できる媒体」は固体状態メモリ、光学媒体、及び磁気媒体の形式のデー
タレポジトリを含むがそれに限定されない。
【０１３９】
　図３０は、基準のセット及び学生データ３１１０に基づき、参加から最も利益を得る学
生３１１２の優先順位一覧を生成する模範的な意思決定支援モジュール３０００を示す。
下記のように、基準及び学生データは１つ以上の質問（ｑ）及び各学生についての質問の
学習成果（ｏ）を含んでもよい。学生が仮想クラスルームに参加したため、学生データは
更に、時間の長さ等の変数を含んでもよい。
【０１４０】
　一実施形態において、意思決定支援モジュール３０００は、学生ごとに学習成果ｏを促
進するように設計された質問ｑの値を測るように構成される。意思決定支援モジュール３
０００は、質問成果関係識別モジュール３００２、参加者評価及び推奨モジュール３００
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４、及びユーザインターフェースモジュール３００６を備える。一実施形態において、意
思決定支援モジュール３０００は講師のクライアント上で実行されたプログラムコード内
で実施される。しかしながら、別の実施形態において、意思決定支援モジュール３０００
は、仮想会議サービス１００内のサーバ（すなわち、及び講師のクライアントに送信され
た決定結果）上で実施される。
【０１４１】
　一実施形態において、質問成果関係識別モジュール３００２は、質問と根本的な成果の
間の関係を識別するように構成され、参加者評価及び推奨モジュール３００４は、識別さ
れた関係と評価に基づき推奨された１つ以上の参加者とに基づき参加者の成績を評価する
ように構成され、ユーザインターフェースモジュール３００６は、ユーザインターフェー
スを生成して、発言及び／又は学習の機会のために参加者を識別するように構成される（
例えば、図３１及び以下の関連付けられたテキストを参照）。意思決定支援モジュール３
０００のコンテキスト内に示される一方、ユーザインターフェースモジュール２００６は
、意思決定支援モジュール３０００によってなされた決定に応じてユーザインターフェー
ス特徴を生成する個別モジュールとして実施されてもよい。
【０１４２】
　本明細書において提供された一部の実施例における質問は教育用機器である。例えば、
講師は教育を促進するために質問する。質問は、学生が学習成果を挙げる、思考の習慣を
開発する、又は基本概念を取得するためになされてもよい。示されるように、意思決定支
援モジュール３０００は、仮想クラスルームに参加する学生を選択するときにウエブ会議
の指導者の決定を促すように構成される。現在のアプリケーションは、根本的な成果をｏ
と、質問をｑと、学生をｓと称す。一実施形態において、意思決定支援モジュール３００
０は、根本的な成果ｏについての学生の成績である、質問ｑと学生の出力の間の関係を識
別するように構成される。多対多の関係が質問ｑと質問ｑに関連付けられた根本的な成果
ｏとの間に存在してもよい。意思決定支援モジュール３０００は、記憶装置及び／又はメ
モリ、例えば、２９０４、２９１６、及び／又は２９２２に記憶され、プロセッサ、例え
ば、２９０２によって実行可能な、例えば、命令、例えば２９２４からなるコンピュータ
プログラム製品として具体化されてもよいことが留意される。
【０１４３】
　種々の実施形態において、意思決定支援モジュール３０００は基準関数Ｃを使用して、
等式（１）に示されるように学生に関連する得点を生成し得る。
　Ｃ（ｏ，ｓ）→［０，１］
【０１４４】
　質問成果関係識別モジュール３００２は、質問と成果の間の関係を記載するように基準
関数Ｃを定義してもよい。基準関数Ｃは因数のセットを含むように定義されてもよい。例
えば、基準関数Ｃは、学生ｓが、まさに授業討議中に成果ｏを含む質問ｑに最後に回答し
てからの期間を含んでもよい。別の実施例として、基準関数Ｃは、学生ｓが、まさに提出
された宿題において成果ｏを含む質問ｑに最後に回答してからの期間を含んでもよい。別
の基準関数Ｃは、学生ｓと、成果ｏの習得との差を示す（学生ｓは、試験又は小テストの
過去の成績に基づきまだ習得を実証していないと仮定する）定量的測定である、習得から
の距離を含んでもよい。習得からの距離は、練習の機会と教授のフィードバックに基づき
、新しく獲得した習得又はいずれの漸進的な進歩（例えば、習得の測定基準上でのより高
い得点）を実証する機会を学生に提供するように設計される。種々の実施形態において、
習得からの距離は、同期設定（例えば、予備授業セッション）に提示された学生の過去の
試み等の、又は非同期設定（例えば、提出された宿題、掲示板）に提示された学生の過去
の試み等の因数のセットを含む測定基準となるように構成される。
【０１４５】
　基準関数Ｃは更に、学生ｓが最後に授業で発言してからの期間を含んでもよい、及び／
又は学生ｓが成果ｏを把握することに失敗した回数を含んでもよい。いくつかの場合、講
師は、概念を完全には把握しておらず、学習成果ｏの基本的理解を有する必要がある学生
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ｓに発言を求めてもよい。
【０１４６】
　参加者評価及び推奨モジュール３００４は、定義された基準関数Ｃに従って、成果につ
いての参加者の習得を評価する。（記録されてもよい）過去のセッションにおける参加者
の成績は、現在のセッションにおける参加者を評価するための基礎を提供してもよい。種
々の実施形態は、ウエブ会議セッションへの学生参加を記録し、記憶し、分析してもよい
。例えば、データは、講師によって提供された評価規則のセットを定義する指示に従って
学生の成績を評価するように作成されてもよい。
【０１４７】
　講師は、どの学生が参加することを選択するかを決定するときに複数の基準を考慮して
もよい。例えば、一部の実施形態において、合成基準関数Ｃxは個々の基準機能｛Ｃ1．．
．，Ｃn｝のセットを含むように定義されてもよい。合成基準関数Ｃxは個々の基準関数の
セットの加重和として定義されてもよいし、成果ｏに従って学生の得点を決定するために
使用されてもよい。

【数１】

　ここで基準機能｛Ｃ1．．．，Ｃn｝の各々は対応する重量｛Ｗ1．．．，Ｗn｝を有する
。
【数２】

【０１４８】
　もちろん、一部の実施において、学生選挙のプロセスは上記のものより簡単であっても
よい。例えば、一実施形態において、各学生が最後に参加してからの時間の長さ等の単一
基準又は各学生の参加頻度は、学生を選択するための唯一の変数として使用されもよい。
例えば、参加者評価及び推奨モジュール３００４は、これらの変数のうちの１つだけに基
づき、学生３１１２の優先的なセットを生成し得る。
【０１４９】
　単一基準意思決定支援モジュールのコンテキストにおいて、学生のセット｛ｓ1．．．
，ｓn｝は、質問ｑに関連付けられた学習成果ｏに基づく彼らのＣ得点に従って、等式（
３）に示されるように順序付けられてもよい。種々の実施形態において、基準Ｃによる最
高得点を有する学生が報告されてもよい。最高得点を有する学生は、決定基準Ｃに従って
この学習成果ｏに焦点を合わせた質問ｑを問われることから最も多くの利益を得ることが
期待される学生である。
　Ｃsort（ｏ，｛ｓ1，．．．，ｓn｝）→［ｓhighest，．．．，ｓlowest］（３）
【０１５０】
　複数の基準意思決定支援モジュールのコンテキストにおいて、学生のセット｛ｓ1．．
．，ｓn｝は、以下の等式（４）に従って、合成基準関数Ｃxに従って個々の得点に基づき
順序付けられてもよい。最高得点（複数を含む）を有する一人以上の学生は、合成決定基
準に従って、学習成果ｏに取り組む質問に回答することから最も多く利益を得ることが期
待される学生である。
　Ｃx sort（ｏ，｛ｓ1，．．．，ｓn｝）→［ｓhighest，．．．，ｓlowest］　（４）
【０１５１】
　種々の実施形態は成果に取り組む質問から利益を得る可能性が最も高そうな一人以上の
学生を識別し、発言を求められる一人以上の学生を推奨する講師に測定基準を提示する。
測定基準は、質問に関連付けられた成果に基づく最高得点（複数を含む）を有する一人以
上の学生を含んでもよい。
【０１５２】
　一実施形態において、図３１に示されたように、情報は、仮想会議ユーザインターフェ
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ース内で、オンデマンドで、又はリアルタイムで講師に提示される。ユーザインターフェ
ースは、決定基準ごとの最高得点及び／又は最高合成得点を有する一人以上の学生３１１
２～３１１７のセットをハイライトすることによって意思決定支援モジュール３０００の
結果を提示してもよい。特に、図３１に示された実施形態において、動画サムネイルはす
べての学生のために表示され、動画サムネイル３１１２～３１１７のサブセットは複数の
色の円を使用してハイライトされる。ハイライトされると、講師は、参加する（例えば、
質問に回答する）はずのハイライトされたユーザの一人を手動で選択してもよい。
【０１５３】
　一実施形態において、ユーザインターフェースモジュール３００６は、参加者評価及び
推奨モジュール３００４によって作られた推奨に基づき示されたユーザインターフェース
を作成する（又は画像表示又はスクリーン上の表示を提供する）。示された実施例におい
て、推奨された学生に関連付けられた動画サムネイル３１１２～３１１７のセットは、教
授によって識別された学習成果３１２０に基づき教授３１１０に対してハイライトされる
。教授の動画画像３１１０は、中心話者領域において示される。
【０１５４】
　種々の実施形態において、ユーザ（例えば、講師、会議の指導者、司会者）は、取り組
むことが所望される又は取り組む必要がある成果（例えば、学習成果、会議目的、会合目
的）を指定してもよい。推奨のセットは成果に基づき提供される。成果は異なる方法で定
義され得る。例えば、教授は学習成果を示してもよい。学習成果は、仮説が妥当な前提及
び仮定に基づくかどうか、また反証可能であるかどうかを評価してもよい。
【０１５５】
　授業セッションが始まる前に、教授３１１０は提供された一覧から学習成果を選択して
もよい。選択された学習成果は準備された授業資料に示されてもよい。（図２８ＡからＣ
に示されるように）教授は、彼らの一次コンピュータディスプレイ又はタブレット上の専
用ダッシュボード、又は他のモバイル機器のどちらかにある、準備された授業資料のダッ
シュボード（例えば、上記の対話型タイムライン２４０２等）から、授業中にそれを引き
上げてもよい。
【０１５６】
　教授３１１０は授業の前に指定の質問を準備して、各質問に関連付けられた学習成果を
示してもよい。授業中、質問が選択されたとき、意思決定支援推奨はその後、意思決定支
援モジュール３０００によって生成されてもよい。
【０１５７】
　教授３１１０は更に、前もって準備することなく、授業中に学習成果を指定してもよい
。学習成果のセットは、選択を容易にするために提供されてもよい。教授３１１０が授業
討議を先導する間、決定を下すために最小限の注意が要求される。再度、インターフェー
スは一次ディスプレイに表示されてもよいし、又は二次ディスプレイ上の専用インターフ
ェース上に表示されてもよい。
【０１５８】
　種々の実施形態は、ユーザ、例えば、教授３１１０に、基準及び／又は基準に関連付け
られた重量のセットから選択させる。指定された学習成果に基づき、例えば、３１１２～
３１１７の学生の得点を計算するために、基準のセットが指定されてもよい。合成得点が
所望される場合、基準ごとの重量が指定されてもよい。このような選択は授業の前、又は
授業中になされてもよい。例えば、教授３１１０は基準及び／又は重量を選択してもよい
。
【０１５９】
　教授３１１０は、（例えば、一次ディスプレイ又は二次ディスプレイ上で）授業セッシ
ョンが始まる前に提供された基準の一覧から基準を切り替えてもよい。教授３１１０は更
に、事前の設定なしに、授業中に提供される基準の一覧から基準を切り替えてもよい。更
に、異なる質問に関して、教授は基準をアクティブにしても非アクティブにしてもよい。
このインターフェースは、一次ディスプレイに、又は二次ディスプレイ上の専用表示に表
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示されてもよい。
【０１６０】
　種々の異なるタイプの情報が意思決定支援モジュール３０００によって検討され、参加
から最も利益を得る学生のセットを識別し、優先させてもよい。上記の実施例の多くにお
いて、基準は指定の質問及び成果に基づく。付加的な基準はどのくらい頻繁に、又はどの
くらい最近、各ユーザが授業討議に参加したかを含んでもよい。例えば、意思決定支援モ
ジュール３０００の一実施形態は、授業討議に最も少なく参加した参加者のセット及び／
又は（他の参加者と比較して）最近、参加していない参加者のセットを識別してもよい。
この情報を使用して、意思決定支援モジュール３０００は、優先順位一覧の上部に向かっ
て最も少なく参加したこれらのユーザと、優先順位一覧の底部に向かって最も多く参加し
たこれらのユーザによって、参加者の優先順位一覧を生成してもよい。他の実施形態にお
いて、各ユーザの参加レベルは、学生の一覧の優先順位を決めるときに意思決定支援モジ
ュール３０００によって評価されたいくつかの基準のうちのたった１つの基準である。他
の基準のように、各学生の参加レベルは、他の基準の重量と組み合わされて最終的な優先
順位の決定に達してもよい重量を割り当てられてもよい。
【０１６１】
　アクティブごとの基準に関する推奨の数が指定されてもよい。例えば、講師は、参加に
関する潜在的な候補者としてハイライトされる学生の人数を指定してもよい。人数はすべ
ての基準に関して同一であってもよいし、又は基準によって変化してもよい。合成基準採
点方法が所望された場合、各アクティブな基準に付加された重量の制御が顕在化し得る。
一実施形態において、重量はすべて１／ｎに対して設定されてもよく、ここでｎはアクテ
ィブな基準の数である。スライダ（又は他のこのような制御）が使用されて個々の重量を
増加させる、又は減少させてもよく、他の重量は、比例的に補償するように自動的に適応
し得る。アクティブ基準機能｛Ｃ1．．．，Ｃn｝及び現在の重量｛ｗ1．．．，ｗn｝に関
して、ｗjがｗj’に変化した場合、他の重量は、総重量が単一性、すなわちΣi　ｗi＝１
を維持するように差異ｗj－ｗj’に従って調整されてもよい。
【０１６２】
　成果が識別されると、推奨は、講師又は他の司会者に提示されてもよい。一部の実施形
態において、授業が始まる前であっても、推奨が決定され、記憶され、提供されてもよい
。例として、指定された基準に基づき、推奨は上記の対話型タイムライン２４０２内で生
成され、統合されてもよい。このような場合、推奨された学生３１１２～３１１７のセッ
トを見るために、講師はタイムライン２４０２内から関連セグメントを選択するだけでよ
い。
【０１６３】
　異なった大きさのハイライト要素がある動画サムネイル３１１２～３１１７の上に表示
される、一指定の実施が図３１に示される一方、意思決定支援推奨は多種多様の方法でユ
ーザに提示されてもよい。例えば、推奨は、（１）関連学生の動画又は写真の明度、不透
明性、飽和、及び／又は対比における変化、（２）関連学生の動画又は写真の境界線又は
周囲の影の大きさ、色、又は不透明性における変化、（３）関連学生の動画又は写真の境
界線又は周囲の影の振動又は小刻みな動きの追加、（４）関連学生の動画又は写真の大き
さ／寸法の増大、（５）関連学生の動画又は写真への、又はその付近へのアイコン又はバ
ッジの追加、（６）下に現れる言葉又は句、又はさもなければ関連学生の動画又は写真に
関連付けられた言葉又は句、又は（７）写真の位置の変化（例えば、ｙ軸上でのわずかな
上昇）、写真の行の順序付けにおける変化（例えば、降順で左から右へ学生を配置するこ
と）を通して、学生の動画又は写真表現を視覚的に修正する、又はある型に合わせること
によって講師まで搬送され得る。
【０１６４】
　異なる程度で学習の機会から利益を得ると評価された学生は、視覚的に異なって修正さ
れてもよい。例えば、図３１において、動画サムネイル３１１３で識別された学生と比較
して、より目立った（すなわち、より大きい）ハイライトが動画サムネイル３１１２で識
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別された学生のために使用される（３１１２における学生は意思決定支援モジュール３０
００によって生成された結果に基づき参加からより多くの利益を得られることを示してい
る）。
【０１６５】
　一実施形態において、課題の習得の程度がより低いことを実証する学生は、より大きな
習得を実証する学生より、より視覚的に区別可能に提示されてもよい。学生が、質問に関
連付けられた根本的な成果の習得量が最も少ないことを実証していると判定された場合、
その学生は、視覚的に最も区別可能に提示されてもよい。示された実施例における学生３
１１２、３１１５～３１１６、及び３１１７は、学生３１１３～３１１４より更に視覚的
に区別可能である。
【０１６６】
　例えば、学生３１１２、３１１５～３１１６、及び３１１７の周囲のハイライトされた
部分は、学生３１１３～３１１４の周囲のハイライトされた部分より大きく、色はより明
るい。この視覚提示を介して、教授３１１０は、推奨されている学生３１１２～３１１７
のうち、学生３１１２、３１１５～３１１６、及び３１１７が比較的低い習得を実証した
ことを通知されてもよい。このため、教授３１１０は、非常に小さい認識努力で、質問に
回答する学生を選ぶ決定をし得る。一実施形態において、教授は、その学生に関連付けら
れた動画サムネイル、又は他のアイコンを選択することによって学生を選んでもよい。
【０１６７】
　関連基準が識別されて、ユーザに提示されてもよい。推奨は少なくとも１つの基準に基
づいてなされてもよく、推奨ごとに基礎として使用される基準が識別されて、ユーザに提
示されてもよい。使用される基準は、視覚的な修正によってユーザに提示されてもよい。
視覚的なスタイルの修正は、それによって学生が、常時、又はマウスクリック、ホバー、
又はタップ等のトリガ作用の際のどちらかで推奨された、１つ以上の基準に関する名前及
び／又は短い識別子を表示し得る。
【０１６８】
　複数のディスプレイが存在するとき、推奨のライブの更新ディスプレイは興味のあるす
べての学習成果に関するすべてのアクティブな基準にとって可視であってもよい。すべて
の推奨は興味のあるすべての成果に関して常に可視である。ユーザは、推奨を見るために
学習成果を選択する必要はない。例えば、学生の名前又は写真のグリッドが表示されても
よい。各行はある学習成果に関連付けられ、各列はある決定基準に関連付けられる。各セ
ルにおいて、成果及び基準の組み合わせに関する推奨されている上位の学生の視覚表現が
表示される。
【０１６９】
　複数の基準が選択されたが、一つの成果だけが指定されたとき、基準ごとの上位の学生
の一覧が複数の行にわたって配信され、その結果、一人の学生だけがセルに表示される。
いくつかの成果が選択されたが、一つの基準だけが指定されたとき、セルにおける学生の
一覧は複数の列にわたって配信されてもよく、その結果、一人の学生だけがセルに表示さ
れる。
【０１７０】
　本発明の一実施形態による方法が図３２に示される。本方法は上記のシステムアーキテ
クチャのコンテキスト内で実施されてもよいが、いずれかの特定のシステムアーキテクチ
ャに限定されない。
【０１７１】
　３２０１で、基準及び学生データが評価されて、（すなわち、相対的優先順位に基づい
て順序付けられた）優先的な学生の参加者のセットを生成する。上記のように、一実施形
態において、複数の加重基準は、優先的な順序付けを行うために使用されてもよい。指定
の質問、質問に関する学習成果、及び各学生が最後に参加してからの時間の長さ等の変数
が評価されて、順序付けを生成してもよい。
【０１７２】
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　３２０２で、優先的な学生の表現は、学生の相対的優先順位に基づいて、講師のグラフ
ィックのユーザインターフェース内でハイライトされてもよい。例えば、図３１に示され
た実施形態において、優先的な学生３１１２～３１１７のうちの何人かを囲むハイライト
グラフィックは、優先順位付けを反映させるために、より太い、及び／又はより大きい。
もちろん、種々の他の技術が使用されて、優先度（例えば、左手に対する高い優先順位と
右手に対する低い優先順位）、数値を表示すること、及び／又は色の符号化を使用するこ
とに基づき、学生の表現を単純に順序付けすることを含む優先順位付けを搬送してもよい
。
【０１７３】
　３２０３で、講師／司会者によって選択された一人以上の優先的な学生の指示が（例え
ば、講師のクライアント及び／又は仮想会議サービス１００上で実行されたプログラムコ
ードによって）受信される。上記のように、講師は、グラフィックユーザインターフェー
ス内でその学生のハイライトされた表現を単にクリックすることによって、学生を選択し
てもよい。
【０１７４】
　３２０４で信号が生成されて、講師の選択に応じて、会議参加者のすべてのユーザイン
ターフェースを再配置してもよい。例えば、講師が質問に取り組む特定の学生を選択した
場合、その後、その学生はグラフィックユーザインターフェースの中心話者領域に移動さ
せられてもよい。一実施形態において、ユーザインターフェースの再配列は、上記のよう
に動的状態同期サービスを介して達成される。例えば、講師のユーザインターフェースの
ローカル状態がまず修正されて、選択を反映させてもよい。状態の変化は、（例えば、上
記の発行／購読技術を使用して）そこからそれらが仮想会議に参加しているすべてのクラ
イアントに伝播されてもよい講師のクライアントから、動的状態同期サービスに送信され
てもよい。
　イベントを追跡し、仮想会議のフィードバックを提供するシステム及び方法
【０１７５】
　前述のように、仮想クラスルームの学生は、教室での討議中の寄与に関する形成的なフ
ィードバックを受けることができる。このようなフィードバックには個々の参加者による
寄与（例えば口頭での寄与、文書での寄与）を特定、分類及び／又は査定が必要であり、
これには時間がかかり、実用的ではないことがある。形成的フィードバックと査定の教育
的価値にも関わらず、このようなフィードバックと査定を参加者に提供するために必要な
時間とリソースは参加者のこの学習機械を妨げたり減らしたりすることがある。
【０１７６】
　本発明の一実施形態は、仮想会議の過程での各学生の活動に関する「イベント」を能動
的に取り込む。次いでこれらのイベントは、イベントが生じる仮想会議の過程での時点を
示すタイミングデータ、及び各イベントを特定の参加者と関連付ける情報と共に記憶され
る。次いで講師や他の司会者は所定の参加者に関連するイベントを他のすべての参加者に
関連するイベントから選別することによって、その参加者の活動を再検討する。一実施形
態において、タイミングデータは、（イベントが生じる特定の時間での）仮想会議全体の
脈絡の範囲内にあるイベントを再検討するために使用できる。このようにして、講師や他
の司会者は各学生の寄与を効率的に再検討し、形成的フィードバックを提供できる。一実
施形態において、特定された寄与は講師が定める目標に従って分類され、査定できる。
【０１７７】
　以下に記載する実施形態は、本願の議論を容易にするために仮想クラスルーム又は「ｅ
－ラーニング」環境に重点を置いているが、本願は様々な他の形態の仮想会議でフィード
バックと意思決定のサポートを提供するために使用することもできることが当業者には理
解されよう。
【０１７８】
　図３３は、各参加者のビデオ会議での寄与を評価し、それに応じて査定され、分類され
た寄与３３１２のセットを作成する例示的なフィードバック提供モジュール３３００を示
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している。一実施形態において、査定され、分類された寄与３３１２は、各々の寄与を少
なくとも一人の参加者に関連づけるデータと、仮想会議中に寄与が生じた時点を示すタイ
ミングデータとを含んでいる。フィードバックモジュール３３００は、図２９に示すよう
にメモリ２９０４に読み込まれ、コンピュータシステム２９００のプロセッサ２９０２に
よって実行できるプログラムコード（例えばソフトウエア命令）として実施できる。例示
的フィードバックモジュール３３００は、寄与識別モジュール３３０２と、寄与分類モジ
ュール３３０４と、寄与査定モジュール３３０６とを備えている。簡略に述べると、一実
施形態において、寄与識別モジュール３３０２は仮想会議中の参加者（例えば学生）の寄
与を識別し、寄与分類モジュール３３０４は参加者の寄与を分類し、寄与査定モジュール
３３０６は参加者の寄与を査定し、査定データを作成する。
【０１７９】
　先ず寄与識別モジュール３３０２を検討すると、参加者の活動はウエブ会議のリーダー
（例えば講師）の定義、又は（例えば尺度として与えられる）何らかの判断基準に基づく
寄与として識別できる。例示であり限定的ではないが、授業中に発言する参加者、授業中
にコメントをキーボードキーボード入力する参加者、授業中に講師によって参加者に与え
られ、公に注目されるコメント、授業中の意見調査又はクイズ形式の質問に対する参加者
の返答、授業中に正式に質問する参加者、又はグループ討議での上記の行動のいずれかを
含む様々なタイプの行動が査定目的で記録される。図２０に関して前述のしたように、各
学生の参加の高質の音声及び／又はビデオクリップ２０００がクライアント１３０とに記
録され、次にマルチメディア記憶サービス１９０にアーカイブできる。加えて、参加者の
行動は、本明細書に更に記載するように、オーディオ及び／又はビデオクリップ２０００
から認識できる。
【０１８０】
　寄与識別モジュール３３０２が参加者の行動をウエブ会議のリーダーや査定者にとって
興味深い寄与として識別すると、イベントを記録できる。一実施形態において、興味深い
行動が検知されると、その行動を記憶する記録が作成される。例えば、ユーザＵが行動Ａ
を行い、行動Ａが寄与であると認識されると、ユーザＵがとった行動が他の参加者に告知
され、そのユーザＵがＴの時点で行動Ａを行った記録を作成できる。参加者には、（例え
ば上記のパブリッシュ・サブスクライブメカニズムを使用して）ダイナミックステード動
機サービス１２０を通して告知され、イベントの記録が作成され、ログサーバ３３３０上
の（例えば仮想会議サービス１００及び／又は各個人クライアント上の）イベントログ３
３３１内に記憶できる。
【０１８１】
　一部の実施形態において、全参加者のすべての行動は基準時点に従って寄与識別モジュ
ール３３０２によって記録され、記憶される。すなわち、ウエブ会議のリーダーには興味
がないかもしれないイベントを含むすべてのイベントは記録され、ログされる。したがっ
て、イベントが生じた際に最初に興味がないと感じられるタイプのイベントも、後に興味
深いと判定されれば遡及的に組み込まれ得る。例えば、ユーザＵがＴの時点で行動Ａを行
うと、サーバにはＴの時点のこの行動Ａが告知され、Ｔの時点でのこの行動Ａを公開でき
る。他の参加者にも告知され、ユーザＵがＴの時点で行動Ａを行ったことを記録するため
にログエントリが作成できる。したがって、ログエントリはタイムスタンプに関連付けさ
れる。
【０１８２】
　前述のように、興味深いイベントは、参加者の行動が検知され、ウエブ会議のリーダー
定義に適合すると判断されると、寄与識別モジュール３３０２によって認識されることが
できる。例えば、発言による寄与の場合は、前述のように「ｐｕｓｈ－ｔｏ－ｔａｌｋ（
ボタンを押して発言する）」モデル、又は「ｒｅｃｏｒｄ－ｗｈｅｎ－ｓｐｅａｋｉｎｇ
（発言を記録する）」モデルを使用して、会議のリーダーに興味深い参加者の寄与を検知
できる。「ｐｕｓｈ－ｔｏ－ｔａｌｋ」モデルでは、参加者はマイクをオンにし、トリガ
動作（例えば特定のキー又はキーボードを押し、又はボタンを切り換える）によってビデ
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オをフィーチャーする。音声は、トリガ動作が検知されると（例えばキーが押されると）
学生のマイクから録音される。音声の録音は、別のトリガ動作（例えばキーが離される）
が検知されると停止、又は終了され、「ｓｐｏｋｅｎ－ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎ－ｅｎ
ｄｅｄ（発言寄与終了）」イベントが生成される。録音された音声は開始イベント及び終
了イベントと共に（例えばマルチメディア記憶サービス１９０の）サーバにアップロード
し、アーカイブすることができる。したがって、参加者が発現を開始し、終了したときの
記録と参加者の寄与の音声クリップを作成できる。参加者の発言寄与の継続時間も判定さ
れ、記録できる。「ｒｅｃｏｒｄ－ｗｈｅｎ－ｓｐｅａｋｉｎｇ」モデルでは、参加者の
音声入力は、人の発言として認識されそうな（例えば閾値以上の）音についてモニタされ
る。
【０１８３】
　一実施形態において、発言認識モジュール又はアプリケーションは、会議中に、又は会
議後の事後処理業務として、各参加者の口頭での寄与をテキストに変換する。発言認識動
作は（例えば取り込まれたすべての音声クリップがアップロードされた後）、録音された
発言についてマルチメディア記憶サービス１９０で、又は（例えば取り込まれた音声クリ
ップ２０００かから直接）各々の個人クライアント１３０で行われ得る。この実施形態で
は、テキストを記憶し、（例えば同じタイムスタンプのセットを使用して）テキストを作
成するために用いられた発言イベントに関連付けできる。
【０１８４】
　記録はイベントログ等のイベントログ３３３１内で各イベントのログをとるために作成
され、閾値（例えば－５０ｄＢ）を横切るごとに、及び／又ユーザが「ｐｕｓｈ　ｔｏ　
ｔａｌｋ」ボタンを押すごとに、例えば「ｓｐｏｋｅｎ－ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎ－ｓ
ｔａｒｔｒｄ（発言寄与の開始）」、又は「ｓｐｏｋｅｎ－ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎ－
ｅｎｄｅｄ（発言寄与の終了）」等のイベントを認識し、記録できる。識別されたすべて
のイベントは音声／ビデオ記録の基準時点に関連付けされ、そのうちの一方の時点は識別
されたイベントの開始時点を示し、他方の基準は識別されたイベントの完了時点を示す。
一実施形態において、識別されたイベントの基準時点を判定するために基準イベントがそ
れに対応する時点がオフセットとして使用されるように、記録の直前に基準イベントが生
成される。例えば、図３４に示すように、授業が始まると、イベントログが時点Ａ（例え
ば記録開始時間）で開始される。講師はＢの時点で音声／ビデオ記録を要求し、Ｃの時点
で記録が可能にされる。イベントがＤの時点でログされると、イベントのログは、記録さ
れた音声／ビデオ内のタイムスタンプ「ＴＳ＝（Ｄ－Ｃ）」にこれを関連付けることによ
って、イベントログ３３３１内でイベントのビデオ記録と同期化される。
【０１８５】
　一実施形態において、寄与分類モジュール２０４は、所定の評価尺度、又は会議のリー
ダーによって定められた１つ以上の評価尺度に従って参加者が行った寄与を分類する。会
議のリーダーは、各々の寄与を評価して寄与の分類を効率的かつ正確にするために成果と
尺度とを指定できる。寄与分類モジュール２０４の一実施形態は、ユーザが限界タイムラ
インとイベントの流れを非直線的にナビゲートできるようにする。それに加えて、ユーザ
はイベントログ３３３１内の寄与しないイベントから寄与するイベントを分離するために
、イベントをフレキシブルに選別できる。ユーザはより大きい一連の成果のからイベント
の１つ以上の学習成果を選択できる。成果はウエブ会議のセッションで達成されるべき目
的であってよい。参加者の寄与は、寄与のタイプ（例えば発言、キーボード入力、書き込
み、概要の記入等）に基づいて分類できる。各々の寄与をタイプ、タイムスタンプ、継続
時間、及び／又は内容等の一連の寄与の属性に関連付けすることができる。
【０１８６】
　ビデオ録画をナビゲートするために少なくとも２つのメカニズムを使用する非直線的ナ
ビゲーションが備えられる。図３５Ａは、記録されたビデオ会議のビデオを表示し、記録
されたビデオ会議の選択された部分の音声をレンダリングするためのメディアプレーヤー
部品とイベント一覧３５０２とを含む例示的なユーザインターフェースを示している。図
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３５Ａに示すように、ビデオはビデオコントローラ（又は関連するキーボードショートカ
ット）を使用してメディアプレーヤー３５０１で再生、休止、及びリサーチすることがで
きる。加えて、ユーザインターフェースコントローラを介して、（例えば一覧３５０２内
のイベントをクリック又はタップし、又はキーボードショートカットを介してトリガする
ことによって）イベント一覧３５０２から１つ以上のイベントを選択できる。一実施形態
において、イベント一覧３５０２内の各アイテムは、イベントのタイプ、イベントのタイ
ムスタンプ、イベントクリエータ／アクター、及び／又はイベントタイプ特有のメタデー
タ及び詳細情報に関連付けされる。一実施形態において、ナビゲーションメカニズムの１
つを使用して（例えばメディアプレーヤーのユーザインターフェース内のナビゲーション
バーを動かして）ビデオがナビゲートされると、イベント一覧内の対応するイベントが自
動的に強調表示される。例えば、ビデオ内の新たなポイントで再生がドラッグされると、
その時点の前の、又はその時点に最も近いタイムスタンプがあるイベントが選択される。
ビデオの再生中、再生されるイベントのタイムスタンプを越えると、そのイベントは（例
えば他のイベントから区別できるように変更された）イベント一覧３５０２内で実質的に
強調表示される。ドリガ動作を介してイベントがイベント一覧３５０２から選択されると
、ビデオ再生は選択されたイベントのタイムスタンプに対応する時間にジャンプする。図
示した例でメディアプレーヤー３５０１がイベント一覧３５０２の情報に表示されている
間、メディアプレーヤー３５０１とイベント一覧３５０２とは他の配置（例えば並置）に
位置決めされてもよい。
【０１８７】
　一実施形態において、イベント一覧３５０２内の各イベントをイベントのタイプに応じ
て表示することができる。図３５に示す例では、異なるアイコンを用いて異なるイベント
が識別される（例えば発言イベントは発言バブルイベントを含み、キーボード入力イベン
トはキーボードアイコンを含む、等）。加えて、色識別を用いて、一覧内のイベントは発
言イベント、キーボード入力イベント、ブックマークモーメントであるか等を示すことが
できる。色識別は左、右、又はイベント一覧内のイベント３５０２全体にわたって設定で
きる。もちろん、異なるイベントは様々な異なる方法で識別できるが、本発明の根本的な
原理に適合する。
【０１８８】
　加えて、イベント一覧内のイベントは参加者、イベントのタイプ及び／又はイベントの
内容によって選別できる。ＧＵＩ選別機能の例が図３５Ｂ及び３６に示されており、以下
により詳細に記載する。
【０１８９】
　図３５Ｂは、イベントのタイプによって異なるフォーマットのイベントの詳細を可視的
に含むイベント一覧３５０３の別の実施形態を示している。例えば、図３５Ｂに示すタグ
は各々、（ブックマークイベント、討議イベント、スライド、及び質問を含む）異なるタ
イプのイベントに対応する異なる色のタグである。ユーザは、ユーザインターフェース３
５０４を介して選択要素（例えば選択可能なチェックボックス）を含むあるタイプのイベ
ントを設定して、ユーザが選択された要素に応じて一連のフィルタを適用できる。例えば
、ユーザが討議イベント（例えば発言イベント）だけに興味がある場合は、ユーザは討議
選択イベントだけにチェックを入れるであろう。
【０１９０】
　図３６は、ユーザがそれによって仮想会議に関連するイベントのサブセットを制御し、
選択できる別の例示的イベント選別制御３６０４を示す。図示したイベント選別制御３６
０４は、口頭でのコメント、キーボード入力されたコメント、取り上げられたコメント、
ブックマークされたイベント、及び好まれたコメントを含む表示されるべきイベントのタ
イプをユーザが指定できる第１のセクション３６０１を含んでいる。あるタイプのイベン
トは更に選別するように設定可能である。例えば、ユーザはユーザ設定可能な継続時間（
例えば７秒）以上の口頭によるコメントを選択し、ある長さ（例えば１０語）以上のキー
ボード入力されたコメントを選択できる。イベント選別制御３６０２の第２のセクション
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は、ユーザが一人以上の学生の本人確認に基づいて選別できるようにする。この場合、ユ
ーザはクラス全体、個々の学生、又はユーザ自身を選択できる。第３のセクション３６０
３は、ユーザが査定された寄与（例えばフィードバックが提供された寄与）、査定されな
い寄与、又はその両方を選択できるようにする。
【０１９１】
　前述のように、ユーザが寄与と認められる行動をとると、イベントが自動的に生成され
、イベントログ３３３１内に記憶される。一実施形態において、これらの行動に関連する
メタデータもイベントに関連付けされ、記憶される。例えば、イベントはイベントのタイ
プ（例えば口頭でのコメント、キーボード入力されたコメント、ブックマークされたコメ
ント）、イベント特有の継続時間（例えば文書コメントの語数）、口頭でのコメントの秒
数）、イベントアクター（すなわち、イベント申し込みになる行動をとった人）、及び／
又はイベントの査定数を定義するメタデータに関連付けされ、記憶できる。この実施形態
では、イベント選別制御３６０２はユーザにイベントを選別、又は分別する基準としてメ
タデータを使用するオプションを提供する。イベントはユーザによって選択されると、イ
ベント一覧はフィルタによって規定される条件に適合するイベントを表示する。イベント
が１つ以上のフィルタによって規定された条件に適合しない場合は、そのイベントは表示
されない。
【０１９２】
　イベントフィルタには、イベントタイプフィルタ、タイプ特有のフィルタ、イベントア
クターフフィルタ、又はイベント査定フィルタが含まれる。イベントタイプフィルタとタ
イプ特有のフィルタの例は、イベントフィルタ３６０４のセクション３６０１に示され、
イベントアクターフィルタの例はセクション３６０２に示され、イベント査定フィルタの
例はセクション３６０３に示されている。例として、イベントタイプフィルタには、口頭
での寄与、キーボード入力され寄与、講師が取り上げた寄与、又はブックマークモーメン
トが含まれ得る。タイプ特有のフィルタには、参加者の寄与（例えば口頭での寄与、キー
ボード入力された寄与）の最短継続期間（例えば継続時間、語数のカウント）が含まれ得
る。イベントアクターフィルタによって、ユーザは全員、指定／指名された参加者、又は
視聴者の／現在の参加者によって行われるイベントを選択できる。イベント査定フィルタ
によって、ユーザは査定された、又は査定されていないイベントを選択できる。イベント
一覧３５０２、３５０４は、フィルタが使用可能、使用不能にされ、又は修正されるとリ
アルタイムで更新できる。一覧に含まれるイベント数表示器も表示できる。
【０１９３】
　図３７Ａは、学習成果を選択するための例示的なユーザインターフェース３７０１を示
している。ウエブ会議のリーダーは学習成果を選択してイベントに関連付けすることによ
って、特定の状況にとって最も効率的な経路を選択できる。学習成果は階層的に編成でき
る。ユーザは、マウス又はトラックパッドをクリックし、タッチパネル入力をタップし、
又はキーボードショートカットで入力することによって、又は一連の動作を行うことによ
って学習成果を選択できる。例えば、講師は５つのオプションを３回続けて選択すること
によって１２５の学習成果を選択できる。
【０１９４】
　図３７Ｂは、編成階層の底に学習成果を含むユーザインターフェース３７０２を示し、
これはクイックアクセスのためにウエブ会議を事前に「ピン止め」できる。主として少数
の学習成果に焦点を当てたクラス討議では、これらの成果に高速ショートカットを提供す
ることによって、単一の査定セッションで何段階もの同じ選択プロセスを何度も繰り返さ
なくてもよくなる。
【０１９５】
　図３７Ｃは、自動起動機能を有する検索フィールド３７０３が、ウエブ会議のリーダー
がキーワードに基づいて学習成果を見つけるのに役立ち、階層的構造を介して効率的に選
択を容易にする例示的ユーザインターフェースを示している。講師がテキストフィールド
にキーボード入力すると、単語のタイプに適合する項目だけが表示される。したがって、
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講師は適切な成果をより容易に探し出することができる。
【０１９６】
　図３８は、学生の評価された寄与がそこから選択できる評価尺度３８００を示している
。一実施形態において、寄与査定モジュールはこれらのオプションを講師に提示し、講師
の選択に従う。識別されたイベントが学習成果に応じて分類された後、各学生の学習成果
が査定できる。講師は、学生の一覧をたどり、各々の関連する学習成果が付された各学生
がなした一連の選別された寄与を検分する。次いで講師は学生の寄与を評価し、学生の寄
与と目的（例えば学習成果）に基づいてフィードバックを提供できる。
【０１９７】
　図３９～４１は、参加者の寄与について評価し、フィードバックを提供するための例示
的なユーザインターフェースを示している。こと実施形態は、前述のようにイベント一覧
３５０２内のイベントを選別するためのイベントフィルタ３６０４を含み、また評価を行
い、フィードバックを提供するためのフィードバック領域３９０２をも含んでいる。図示
するように、ユーザインターフェースの右面は、学習成果と評価内容とを選択するための
前述の様々なユーザインターフェース・コンポーネント３７０１～３７０４、３８００を
介してフィードバックを提供するために使用できる。例えば、図３９では、講師は選別さ
れたイベント一覧３５０２から寄与を選択し、フィードバック領域３９０２内のユーザイ
ンターフェース・コンポーネント３７０２からその寄与のフィードバックを提供すること
によって、参加者の寄与を論評することができる。図４０に示すように、講師は、寄与を
評価するための指針（例えば０から４のランク付け）を与える評価尺度３８００を介して
論評し、これを入力することもできる。
【０１９８】
　次いで、図４１に示すように、講師はコメント入力ウインドウ４１００を介してイベン
ト関連の参加者に特定のコメントを与えることができる。次いで評価結果に更に講師から
のコメントが添付できる。評価結果は教室の採点簿に提出され、仮想会議サービス１００
にログインすると即座に学生にフィードバックが通知できる。様々な実施形態において、
講師が指定した期間に参加者の寄与の概要が提供できる。例えば、参加者の寄与の頻度等
のデータ分析、参加者の各々の寄与の評価、又はセッションへのある参加者と他の参加者
との比較等のデータ分析が提供できる。次いで参加者の寄与とデータ分析とに基づいてフ
ィードバックが提供できる。
【０１９９】
　図４２～４３は、講師が提出した評価を再検討するための参加者用の例示的ユーザイン
ターフェースを示している。図示のように、参加者は、イベント一覧から寄与イベントを
選択することによって評価及び／又は追加コメントを再検討できる。講師からの評価と追
加のフィードバック参加者に表示できる。
【０２００】
　本発明の一部の実施形態は、相互評価をし易くするためウエブ会議の参加者どうしの相
互査定を提供する。本明細書に記載の同一の、又は類似の技術は相互査定にも利用できる
。例えば、前述のＧＵＴ機能を用いてイベント一覧３５０２、メディアプレーヤー３５０
１、及びフィードバック領域３９０２がクラスメイトに提供できる。したがって、ウエブ
会議の参加者は、ウエブ会議のリーダー及びウエブ会議の他の参加者により評価できる。
目標は、ウエブ会議のリーダーとウエブ会議の参加者の双方によって定められ得る。ウエ
ブ会議の参加者の寄与は、ウエブ会議のリーダーとウエブ会議の参加者とによって定めら
れた成果に従って識別され、分類できる。ウエブ会議の参加者は、１つ以上の評価尺度と
目的とに従って評価できる。参加者はすべてのセッションで、複数のセッション全体とし
て、又はある期間にわたって評価できる。
【０２０１】
　評価尺度が定められていない場合は、識別される寄与又はイベントは適宜の添付点とし
て特定の寄与についての制限時間のないアンカー討議に提供できる。使用例は、寄与につ
いてのコメントの承認と可視性とに基づいて変化する。例えば、ウエブ会議のリーダーだ
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けがコメントを加えることができる場合は、ウエブ会議のリーダーだけにコメントするの
に適するコンテキストが与えられる。場合によっては、ウエブ会議のリーダーとウエブ会
議の参加者の双方がコメントし、返答できるが、各ウエブ会議の参加者は自分自身の寄与
に関してなされたコメントを見ることだけが許される。したがって、非同期的な非公開討
議の場と自由形式の形成的フィードバックだけが提供される。別の一部の実施形態では、
ウエブ会議のリーダーとウエブ会議の参加者の双方がコメントし、返答することができ、
すべてのコメントは誰もが見ることができ、ウエブ会議のセッション終了後に討議を続行
する公開の場が提供される。ウエブ会議の参加者だけが何らかの事項にコメントすること
ができるが、その寄与がコメントされている個人しかコメントを見ることができない場合
は、参加者がコメントに注釈し、これを反映するための構造化されたメモ取りスペースが
提供される。コメントは別の目的にも利用できる。例えば、ウエブ会議の参加者とウエブ
会議のリーダーとウエブ会議のリーダーは、各々のコメントに公開で、教授と学生だけに
公開で、又は完全に非公開でマーク付けできるようにされてもよい。
【０２０２】
　学生に討議への参加の形成的フィードバックを提供するという目標に加えて、更に別の
学習機会が提供される。イベント一覧は、過程のあらゆる講義中の学生のすべてのイベン
ト又は寄与を含めるように選別されてもよく、要約統計は過程の継続期間にわたって学生
の参加を数値化する。要約統計は、経時的なグラフィックと傾向評価得点とを含み得る。
イベント一覧は、学期中のあらゆる過程での１つの目的に関連する学生によるすべての寄
与を示すイベントを含め、学生に目的への取り組みの包括的な視点を提供するように選別
できる。学生は、その講義での学習成果の最高得点を受けた学生による特定の学習成果に
関連するすべての寄与を示すイベントを再検討することができる。このように、学生は特
定の学習成果について際立った寄与の例を見いだすことができる。
【０２０３】
　開示される構成は有益なことには、認識の偏りの除去又は低減、及びウエブ会議のフィ
ードバックの管理及び提供に関わる認識努力の量を含んでいる。本明細書に記載の様々な
実施形態は、ウエブ会議のリーダーがウエブ会議の参加者のセッションに関与し、フィー
ドバックを提供することを決定し易くするために、ウエブ会議の参加者の評価と推薦を与
えることができる。ウエブ会議の参加者の評価と推薦は、ウエブ会議のリーダーによって
特定された目的に基づくものでよい。目的とウエブ会議の手段（例えば質問）との関係を
表すために基準関数が定義できる。基準関数は、ウエブ会議のリーダーが設定可能な１つ
以上の係数を含んでいる。ウエブ会議の参加者は、基準関数を用いて評価され、評価に基
づいて推薦できる。本明細書に記載の技術を用いて、ウエブ会議のリーダーは、ウエブ会
議のセッション中、セッション前、又はセッション後にウエブ会議のセッションをより公
正かつより効率的にすることができる。それによって、ウエブ会議の参加者には、同じ量
の学習と発言の機会が与えられ得る。
　仮想会議における討議の
　開始と管理のためのシステム及び方法
【０２０４】
　ウエブ会議の参加者どうしの討議は、ウエブ会議の参加者巻の対話を促進し、授業方法
、又は他の目的に利用できる。しかし、討議のセッション中、ウエブ会議の参加者全員が
関与することは困難である。例えば、積極的に参加していない参加者（例えばオブザーバ
ー）は、上の空になり、積極的に寄与しないことがある。更に、参加者のフィードバック
を記録することは難しい。
【０２０５】
　ここで図４４を参照すると、この図はウエブ会議で討論を行い、保つプロセスの例の流
れ図を示している。この流れ図は、コンピュータ読取り可能媒体、例えば２９０４及び／
又は２９２２に記憶され、プロセッサ、例えば２９０２によって実行可能な機能命令、例
えば２９２４に対応している。ウエブ会議の司会者（例えば仮想クラスルームの講師）４
４０１とウエブ会議の参加者（例えば討論者１－Ｎ　４４０２－４４０３、及びオブザー
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バー１－Ｎ　４４０４－４４０５が討議期間中に参加（例えば仮想会議にログイン）して
いる。例えば、ウエブ会議の司会者４４０１は、クライアントを経てウエブ会議を開始す
ることができ、各参加者は独自のクライアントコンピュータシステム（例えば２９００）
を介して討議に関与し得る。
【０２０６】
　ウエブ会議の司会者４４０１は、互いに討論する２人以上のウエブ会議の参加者を選択
することによって４４１０で討論を行うことができる。加えて、４４１０でウエブ会議の
司会者４４０１討論者を評価できるフレームワークを定める（例えば討論者の評価の尺度
を定める）記憶された尺度のデータベースから討論のテーマと１つ以上の尺度を選択でき
る。司会者４４０１によって選択された討論のテーマと尺度は討論者４４０２－４４０３
及び／又はオブザーバー４４０４－４４０５が利用できるようにされる。オブザーバー４
４０４－４４０５（すなわち討論者にならないことを選択した参加者）は、各々の討論を
積極的に評価することができ、彼らの評価はリアルタイムで表示できる。評価の更なる分
析（例えば格差、ばらつき）はリアルテイムで提示できる。加えて、討議セッション中、
４４０１又はあらゆるウエブ会議参加者はブックマークを作成して討論又はその他の討議
のポイントをマーク付けし、これは後に（例えば上記のイベント一覧を介して）ブックマ
ークを選択することによって再閲覧できる。
【０２０７】
　討論が４４１１で開始されると、討論者とオブザーバーには討論のテーマ及び関連する
パラメータ（例えば討論を評価する尺度）を見ることができるようになり、４４１２でオ
ブザーバーは討論のテーマと尺度に応じて討論を積極的に採点できる。一実施形態におい
て、オブザーバーによって提出された得点はリアルタイムでオブザーバーから集められ、
討論中に表示され、及び／又は後に分析するために記憶されることができる。
【０２０８】
　図４５は、仮想会議の司会者によって指定される一連の討議パラメータ４５１０（例え
ば討論者の数、評価尺度、討論のテーマ等）に応じて討議を行うのに必要なデータ構造及
びＧＵＩ機能を備える討議設定４５１２を作成することによってウエブ会議での討議を支
援する例示的討議支援モジュール４５００を示している。討議支援モジュール４５００は
、図２９に示すコンピュータシステム２９００のメモリ２９０４に読み込まれ、プロセッ
サ２９０２によって実行可能なプログラムコード（又はソフトウエア命令、例えば２９２
４）として実施可能である。討議支援モジュール４５００が実施されるコンピュータシス
テムは、仮想会議サービス１００上のサーバ、又は参加者又は司会者の１つ以上のクライ
アントコンピュータシステムであってよい。一実施形態において、討議支援モジュール４
５００は、（例えば一実施形態において各クライアントでの整合状態を保つためにパブリ
ッシュ・サブスクライブメカニズムを用いる）上記の状態同期サービス１２０を利用して
各クライアント１３０、１４０、１５０、１６０で管理される現在の状態１３５、１４５
、１５５、１６５に反映されるプログラムコードを備えている。しかし、本発明の根本的
な原理は、討議支援モジュール４５００を実施するための仮想会議システム内のいずれか
の特定の配置及びメカニズムに限定されない。
【０２０９】
　図示されている討議支援モジュール４５００は討議作成モジュール４５０２と討議維持
モジュール４５０４とを備えている。討議作成モジュール４５０２は特定される一連の討
議パラメータ４５１０を用いてウエブ会議のセッションの参加者グループを巻き込む討議
を作成する。討論維持モジュール４５０４は、ウエブ会議のセッションでの討議に積極的
に参加しない参加者も含めた全参加者の間で必要なデータ構造とＧＵＩ機能とを維持し、
更新する。加えて、一実施形態において、討議維持モジュール４５０４は、討議中及び／
又は討議後に（例えば後述の討論の投票結果等の）仮想会議参加者からのフィードバック
をコンパイルする。
【０２１０】
　一実施形態において、討議作成モジュール４５０２によって、ウエブ会議のリーダーは
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一連の討議パラメータ４５１０を指定することによってウエブ会議のセッションを作成す
ることが可能になる。司会者によって様々な異なる討議パラメータが指定され、例示であ
り、それに限定されないが討議のテーマ、討議に関わる参加者数、討議参加者、討議の両
サイドがとる立場、及び討議参加者が評価される評価基準を含む討議が作成される。討議
には別の一連の参加者に反対する一連の参加者を含めてもよく、一連の参加者は一名以上
の参加者でよい。評価基準には、討論者４４０２－４４０３とオブザーバー４４０４－４
４０５とを含む討議参加者が利用できる評価尺度を含めることができる。評価尺度は、目
的に基づいてウエブ会議の司会者４４０１が決定できる。例えば、授業形式のウエブ会議
では、評価尺度は、授業の学習成果と合致していてもよい。ビジネスの関連においては、
評価尺度は、意思決定のために用いられる基準（例えば重み付き決定行列）と合致してい
てもよい。
【０２１１】
　一実施形態において、決定支援モジュール４５００は、討論を開始するために前述のタ
イムラインＧＵＩ及び関連する機能２１０５と組み合わせて使用されてもよい。例えば、
タイムラインＧＵＩ内のセグメントは、討論がいつ行われるか、及び討論に関連する様々
なパラメータ４５１０を指定できる。このような場合、講師（又は別の司会者）は、タイ
ムライン２１０５内のフラフを選択するだけで討論を開始できる。加えて、上記の決定支
援モジュール３０００を用いて討論に参加する一連の討論者４４０２－４４０３を特定で
きる。例えば、（例えばタイムラインから、又はその他の方法で）討論が開始されると、
討議支援モジュール３０００は、前述の基準及び学生データ３１１０（例えば各々の学生
がそのテーマに、又は以前の討議で）最近どんな寄与をしたか等）に基づいて討論に参加
することで最も恩恵を受けた筈の学生を特定し、学生の一覧を討議支援モジュール４５０
０へのパラメータ４５１０として提供できる。これらの技術を用いて、司会者は討論を公
正に、また少ない認識努力で討論を開始できる。
【０２１２】
　図４６は討論を開始するために講師又は別の司会者が利用できる例示的ユーザインター
フェースを示す。図示したユーザインターフェースは、講師が保存された一連の討論の中
から選択するか、又は新たな討論を開始できるようにするポップアップメニュー４６００
を含んでいる。この例示的画面では、ユーザインターフェースはユーザインターフェース
の上部にわたるサムネイル画面４６０１としてウエブ会議の全参加者を提示する。ウエブ
会議のリーダーは、参加者に対応するサムネイル画像４６０１を選択することによって討
論に参加する二人以上の参加者を選択できる。例示的ユーザインターフェースは、画面で
、選択された参加者が例えば討論形式で討議するテーマを形成し得る本のページ４６０２
をも示している。この例示的画面の右側のポップアップメニュー３８００は、討論のパラ
メータを制御し、用いられる尺度に対応する討論からのデータを取り込むことができる。
【０２１３】
　図４７は、討議を作成するための例示的ユーザインターフェースの追加の特徴を示して
いる。一実施形態において、新たなポップアップウインドウ４６００は、講師又は別の司
会者がポップアップウインドウ４７００から新たな討論を選択するのに応答して自動的に
作成できる。特に、図示したポップアップウインドウ４７００は、講師又は別の司会者が
新たな討論テーマと一連の討論、議論（例えば討議の参加者が取り得る１つ以上の立場）
を入力できるデータフィールドを含んでいる。討議のテーマ、及び討議の立場はウエブ会
議のリーダーによって指定される目的に関連するものでよい。
【０２１４】
　図４８は、講師がデータを入力し、図４７のポップアップウインドウ４７００から「次
へ」ボタンを選択するとそれに応答して生成できる新たなポップアップウインドウ４８０
０を示している。ウエブ会議のリーダーは、ウエブ会議のリーダーの目的に応じて定めら
れる討議参加者を評価する基準を指定できる。したがって、討議参加者の評価は公正で均
一である。図４８に示す例では、選択オプションには（Ｉ）批評的に考える、（ＩＩ）ク
リエイティブに考える、及び（ＩＩＩ）効率的に伝えるが含まれる。評価基準には評価尺
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度が含まれ得る。例示的な評価尺度は以下の表１に示されている。
【表１】

【０２１５】
　図４９は、ポップアップウインドウ４８００からのオプションの選択と「次へ」ボタン
の選択に応答して生成された新たなポップアップ４９００を示している（この例では「（
１）批評的に考える」）。図示したポップアップウインドウでは、「ＩＡ」評価請求」、
「（ＩＢ）分析と編成」、及び「（ＩＣ）決定する」を含む最初の選択に関連する追加の
サブオプションが示されている。したがって、一連のポップアップメニュー内の各々の選
択は、選択階層の底に達するまで一連の新たなオプションを生成できる。このようにして
、講師又は別の司会者は討論に対する様々な評価基準を指定できる。次いで、表１に示し
たような評価尺度を用いて各々の評価基準ごとに討論中、又は討論後に評価基準に対する
返答が提出される。
【０２１６】
　図５０は、討議参加者を評価するための例示的ユーザインターフェースを示している。
図示したこの実施形態では、講師はテーマを討論する二人の参加者を選択することを選び
、第１の領域５０００は第１の討論者のビデオ画像のために確保され、第２の領域５００
１は第２の討論者のビデオ画像のために確保される。一実施形態において、講師は参加者
に対応するサムネイルビデオ画像４６０１をクリックし、２つの領域５０００－５００１
のうちの対応する１つにドラッグすることによって参加者を手動的に選択できる。矢印に
よって示されるように、第１の参加者の第１のビデオサムネイルはクリックされ、領域５
０００にドラッグされ、また第２の参加者の第２のビデオサムネイルがクリックされ、領
域５００１にドラッグされる。一実施形態において、講師のクライアントから二人の参加
者を選択すると、状態同期サービス１２０が（後述する）そのパブリッシュ・サブスクラ
イブメカニズムを実施して、クライアント全員が一貫して（例えば、二人の討論者のビデ
オがディスプレイの中央の話者領域５０００－５００１に位置するように）設定されるこ
とを確実にする。
【０２１７】
　図４５に戻ると、一実施形態において、討議維持モジュール４５０４は、ウエブ会議の
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全参加者が関与することによって討議を維持する。討論者は、その立場を取るように求め
られた立場と一致する入力（例えば口頭での議論）を提示することによって討議に積極的
に参加する。ウエブ会議の全参加者は、各討論者の評価を提示することによって討議に積
極的に関与し続ける。討議維持モジュール４５０４は、経時と共に討議が進展するにつれ
て各参加者からのフィードバックを積極的に要求できる。このモジュールは、例えば表１
の尺度を用いて討議中及び／又は討議後に各参加者に投票するように評価を要求できる。
ウエブ会議のリーダーは、評価に必要な期間を指定できる。例えば、評価はある特定のタ
イムウインドウ（例えば５分間に一度、又は最初の５分間に一度、最後の５分間に再度等
）に限定されてもよい。一実施形態において、討議維持モジュール４５０４は各参加者に
よって提供された評価データを集計し、データを結合し（例えば平均値を取り）、リアル
タイムで評価を作成する。評価は次いでリアルタイムで討議の参加者（討論者及び／又は
オブザーバー）に提供されてもよい。
【０２１８】
　図５０は、討議の参加者を評価するための例示的ユーザインターフェースを示している
。図示した例では、オブザーバーはメニューを用いて彼らのユーザインターフェースに表
示されたボタンシステムで討議の参加者を評価できる。メニューのボタンの位置は評価基
準（例えば評価尺度）に対応する。討議の参加者は、他のシステムを用いて評価されても
よい。例えば、二次デバイスで、又はキーボードのショートカットで、又は（例えばＬＥ
ＡＰモーションコントローラを使用して）手のジェスチャで投票することによって行われ
てもよい。ユーザインターフェースで前述のように、情報は討論のテーマに対応するボタ
ンの縁に沿って表示される。
【０２１９】
　図５１は、二人の討論者が選択されることによって、二人の討論者のビデオ画像が領域
５０００－５００１に表示される例示的なグラフィックユーザインターフェースを示して
いる。参加者が第１の討論者に投票できるように第１の投票ボタンが第１の領域５０００
の下に表示され、第１の投票ボタン５１００が第１の領域５０００の下に表示され、参加
者が第２の討論者に投票できるように第２の投票ボタン５１０１が第２の領域の下に設け
られている。
【０２２０】
　図５２に示すように、一実施形態において、参加者が投票ボタン５１００を選択すると
、ポップアップメニュー５２００内に一連の選択可能な評価オプションが生成される。図
示した例では、ユーザの成績は０（不適切）から４（優秀）までに格付けできる。しかし
、様々な他の成績評価基準が提供されてもよい。各ユーザがメニューからオプションを選
択すると、得点が各ユーザごとにコンパイルされる。前述のように、投票はリアルタイム
で参加者に提示されてもよく、又は参加者から（例えば討論終了まで）隠されてもよい。
投票は更に、オブザーバーとウエブ会議のリーダーに提示されてもよい。ウエブ会議のリ
ーダーは、評価の可視性を指定する一方で、別の人が見られないようにしてもよい。図５
５に示すユーザインターフェースの例では、各討論者の得点はグラフ５３００５３０１に
沿って視覚的表示され、経時による（すなわち、討論の進展に応じた）得点のばらつきを
示す。一実施形態において、得点５３００－５３０１は討論者ごとに提出された全投票の
平均値からなっている。
【０２２１】
　ウエブ会議のリーダー／司会者は、討議の開始時間と終了時間とを制御できると共に、
指定期間内の評価を有効又は無効にできる。加えて、各討論者には異なるセグメントで意
見を発表するための所定の時間が与えられてもよい。例えば、冒頭の意見表明に５分間が
与えられ、分析に１０分、結論に５分与えられてもよい。図５４に示すように、期間／又
はタイマー５４００－５４０１がウエブ会議の参加者に表示されるようにして、現在のセ
グメントに何分間が与えられるかを示してもよい。
【０２２２】
　図５５は、討議を終了するための終了ボタン５５００を有するユーザインターフェース
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の例を示す。一実施形態において、終了ボタン５５００はリーダー／司会者だけが利用で
きる。一実施形態において、討論の過程で、司会者はユーザインターフェース制御を用い
てある時点でフラグ又はブックマークを生成して、フラグが付けられ、又はブックマーク
された討論部分を後に（例えば格子がブックマークを利用して選別できる上記のイベント
選別技術を用いて）再検討できるようにすることができる。ブックマークに加えて、本発
明の一実施形態は、後に討論者、講師、及び／又は参加者が再検討することができるコメ
ントを討論の異なる段階で講師がコメントできるようにする。もちろん、講師、又はウエ
ブ会議のリーダーは、ブックマーク及び／又はコメントにアクセスできる参加者（討論者
及び／又はオブザーバー）を選ぶことができる。一実施形態において、最大の及び最小の
ばらつき（すなわち投票での同意）、又は投票の格差（すなわち討論者の格付けの差）の
ある討議の部分は強調され、後に再検討できる。この格差は一人の討論者の評価にも、各
討論者の全体的な評価にも見られ、明らかに一方が他方よりも優れている岐路を示してい
る。参加者は、所定間隔で一度（例えば５分ごと）、又は各セグメント（例えば冒頭の意
見表明、分析及び結論の各々の後のセグメント）等の討議中に規則的に評価することが求
められてもよい。したがって、ばらつき又は格差は各参加者自身と参加者間の両方で計算
することができる。
【０２２３】
　前述のように、仮想会議のセッションは記録できる。仮想会議に討論が含まれる場合は
、討議は討議の各参加者の成績と評価に応じて編成される。例えば、１つ以上の評価特性
を含む特定の継続時間（例えば１０秒間）のクリップが特定され、評価特性によって順序
付けされる。投票全体での多かれ少なかれ高い一連の評価のばらつき、又は最高から最低
の格差（すなわち最も鮮明に示される勝者から最も不鮮明に参加者まで）が表示される。
【０２２４】
　ウエブ会議のリーダーは、授業又はウエブ会議の前、又はウエブ会議中に討議の設定も
行うことができる。討議の参加者は、ウエブ会議のリーダー、又はシステムによって選択
できる。システムは、討議の参加者を無作為に、又は以前の得票又はクリツカ式質問への
回答、分科会メンバーの成績の分化、又は参加者に関する他の情報（例えば国籍）に基づ
いて討議の参加者を選択できる。前述のように、一実施形態において、決定支援モジュー
ル３０００に関して上述した技術を用いて討論者を選択できる（例えば討論から最も恩恵
を受ける討論者の選択）。構造化された尺度と記録された討議のアーカイブ、及び関連す
る評価を前提として、参加者は例の役割を果たす評価尺度で規定された優れたスキル、又
は不十分なスキルを示した討議の参加者を探し、又は検討することができる。一実施形態
において、これは前述のように、あるタイプの参加者とイベントを選択することによって
選別されたイベント一覧３５０２を作成することによって行われる。
【０２２５】
　本明細書全体を通して、複数の実例は単数の実例として記載された構成部品、動作、又
は構造を実施してもよい。１つ以上の方法の個々の動作が別個の動作として図示し、記載
されているが、１つ以上の個々の動作が同時に実行されてもよく、図示した順序で動作が
実行される必要は全くない。例示的構成で別個の構成部品として提示された構造及び機能
性は、複合構造物、又は構成部品として実施されてもよい。同様に、単一の構成部品とし
て提示された構造及び機能性は別個の構成部品として実施されてもよい。これらの、及び
その他の変形、修正、追加及び改良は本明細書の主題の範囲に含まれる。
【０２２６】
　本明細書では一実施形態は論理、又は幾つかの構成部品、モジュール又はメカニズムを
含むものとして記載されている。モジュールはソフトウェアモジュール（例えば機械読取
り可能媒体上に、又は送信信号内に実施されたコード等）、又はハードウエアモジュール
のどちらを構成してもよい。
【０２２７】
　ハードウエアモジュールは、ある動作を実行することができる具体的なユニットであり
、ある特定の態様で構成又は配置されてもよい。例示的な実施形態では１つ以上のコンピ
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ュータシステム（例えばスタンドアロン、クライアント又はサーバのコンピュータシステ
ム）、又はコンピュータシステムの１つ以上のハードウエア（例えばプロセッサ又はプロ
セッサ群）は、本明細書に記載のある特定の動作を実行するように動作するハードウエア
モジュールとしてソフトウエア（例えばアプリケーション又はアプリケーション部分）に
よって構成されてもよい。
【０２２８】
　様々な実施形態において、ハードウエアモジュールは機械的に、又は電子的に実施され
てもよい。例えば、ハードウエアモジュールは、ある特定の動作を実行するために（例え
ばフィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）又は特定用途向け集積回路（ＡＳ
ＩＣ）として）永続的に構成された専用回路又は論理を備えていてもよい。
【０２２９】
　ハードウエアモジュールは、ある特定の動作を実行するために一時的に構成された（例
えば汎用プロセッサ又は他のプログラム可能プロセッサ内に包含されたような）プログラ
ム可能論理又は回路も備えていてもよい。専用の、又は永続的に構成された回路で、又は
一時的に構成された（例えばソフトウエアで構成された）回路でハードウエアモジュール
を機械的に実施するという判断はコスト及び時間的な考慮によって促される。
【０２３０】
　本明細書に記載の例示的な実施例の様々な動作は、少なくとも部分的に、関連動作を実
行するよう（例えばソフトウエアによって）一時的に構成され、又は永続的に構成された
、例えばプロセッサ１０２等の１つ以上のプロセッサによって実行されてもよい。一時的
、又は永続的に構成されるかによって、このようなプロセッサは、１つ以上の動作又は機
能を実行するように動作するプロセッサ実施モジュールを構成してもよい。本明細書で言
及するプロセッサは、一部の実施形態ではプロセッサ実施モジュールであってもよい。
【０２３１】
　１つ以上のプロセッサは、「クラウドコンピューティング」環境で、又は「サービスと
してもソフトウエア（Ｓａａｓ）」として関連動作の実行を支援するようにも動作できる
。例えば、動作の少なくとも一部は、（プロセッサを含む機械の例として）コンピュータ
群によって実行されてもよく、これらの動作はネットワーク（例えばインターネット）を
介して、又は１つ以上の適宜のインターフェース（例えば応用プログラムインターフェー
ス（ＡＰｉｓ））を介してアクセス可能である。
【０２３２】
　ある特定の動作の性能は、単一の機械内にあるだけではなく、幾つかの機械にまたがっ
て配置された１つ以上のプロセッサに分散されてもよい。一部の例示的実施形態では、１
つ以上のプロセッサ、又はプロセッサ実施モジュールは、単一の地理的位置（例えば家庭
環境、オフィス環境、又はサーバファーム）に位置していてもよい。他の例示的実施形態
では、１つ以上のプロセッサ、又はプロセッサ実施モジュールは幾つかの地理的位置に分
散されてもよい。
【０２３３】
　本明細書の一部は、機械メモリ（例えばコンピュータメモリ）内のビット又はバイナリ
デジタル信号として記憶されたデータ上の動作のアルゴリズム又は象徴的表現として提示
される。これらのアルゴリズム又は象徴的表現は、仕事の実質を他の当業者に伝えるため
にデータ処理分野の当業者が用いる技術の例である。本明細書で用いられる「アルゴリズ
ム」は、所望の結果をもたらす自己無撞着の一連の動作又は類似の処理である。この文脈
では、アルゴリズム及び動作は、物理量の物理的操作を含んでいる。必ずしもそうではな
いが通常は、このような量は記憶され、アクセスされ、伝送され、結合され、比較され、
又は他の方法で機械処理可能な電気、磁気、又は光信号の形態を取り得る。主に一般的な
使用されるという理由から、このような信号を「データ」、「コンテンツ」、「ビット」
、「値」「要素」「記号」、「文字」、「項」、「数」、「数字」等の語を用いて言及す
ることが便利なことがある。しかし、これらの語は単に便宜上であり、適宜の物理量に関
連付けされるべきである。
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【０２３４】
　特に明記しない限り、「処理する」、「コンピューティング」、「計算する」、「判定
する」、「提示する」、「表示する」等の語を用いる本明細書の記載は、１つ以上のメモ
リ（例えば揮発性メモリ、不揮発性メモリ、又はその組み合わせ）、レジスタ、又は情報
を受信し、記憶し、送信し、又は表示する他の機械部品内に、物理的（例えば電子、磁気
、又は光学的）量として表されたデータを処理し、又は変換する機械（例えばコンピュー
タ）の動作又は処理を指す。
【０２３５】
　本明細書で用いられる「一実施形態」又は「一実施形態」への言及は、実施形態に関連
して記載される特定の要素、機能、構造又は特徴が少なくとも１つの実施形態に含まれる
ことを意味する。本明細書の様々な箇所で「一実施形態」という語句が現れても、必ずし
もすべてが同じ実施形態を指すとは限らない。
【０２３６】
　一実施形態は、他の派生語と共に「結合され」及び「接続され」という表現を用いて記
載されることがある。例えば、一実施形態は、２つ以上の要素が直接物理的に、又は電気
的に接触することを示すために「結合され」という用語を用いて記載されることがある。
しかし、「結合され」という用語は２つ以上の要素が直接物理的に、又は電気的に接触し
ないが、互いに連動し、又は相互作用することをも意味することがある。実施形態はこの
文脈に限定されない。
【０２３７】
　本明細書で用いられる「備える」、「備えている」、「含む」、「含んでいる」、「有
する」、「有している」又は他のどの変形も非網羅な包含を対象とすることを意図してい
る。例えば、要素の一覧を含むプロセス、方法、品目又は必ずしもこれらの要素に限定さ
れるものではなく、明確に列挙されておらず、又はこのようなプロセス、方法、品目に特
有の他の要素を含み得る。更に、別段の記載がない限り、「又は」は包括的であり、排他
的論理和ではないことを指す。例えば、条件Ａ又はＢは、以下のいずれか１つによって満
たされる：Ａは真（すなわち存在する）であり、Ｂは偽（又は存在しない）であり、Ａは
偽（存在しない）であり、Ｂは真（すなわち存在する）であり、ＡとＢの両方が真（すな
わち存在する）である。
【０２３８】
　加えて、「ａ」及び「ａｎ」の使用は、本明細書の実施形態の要素及び構成部品を記載
するために用いられる。そうするのは単に便宜上であり、本発明の一般的な意味を表すも
のである。この記載は、１つ又は少なくとも１つを含むものとして読まれるべきであり、
別段の意味が自明ではない限り単数形も複数形を含む。
【０２３９】
　本開示を読むと、当業者は、本明細書に開示される原理を通して積極的な参加者から最
も恩恵を受ける一連の参加者に関する情報をウエブ会議のリーダーに提供するためのシス
テム及びプロセスの更に追加され、代替の構造的及び機能的設計を理解するであろう。し
たがって、特定の実施形態と用例が図示され、記載されたが、開示された実施形態は本明
細書に開示された正確な構造及び構成部品に限定されないことを理解されたい。
【０２４０】
　当業者には明らかな様々な修正、変更、及び変形が、添付の請求の範囲に記載の趣旨と
範囲から逸脱することなく本明細書に開示された方法と装置の配置、動作、及び細部にな
され得る。
【０２４１】
　本発明の実施形態は上記の様々なステップを含んでいる。ステップは、汎用又は特定用
途向けプロセッサにこれらのステップを実行させるために使用可能な機械実行可能命令で
実施されてもよい。あるいは、これらのステップは、ステップを実行するためのハードウ
エア論理を含む特定のハードウエア部品によって、又はプログラムされたコンピュータ部
品とカスタムハードウエア部品とのいずれかの組み合わせによって実行されてもよい。
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【０２４２】
　本明細書に記載のように、命令はある特定の動作を実行するように構成され、又は非一
時的コンピュータ読取り可能媒体に実施されたメモリに記憶される所定の機能性、又はソ
フトウエア命令を有するように構成された特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）等の特定の
構成を指す。したがって、図示した技術は、１つ以上の電子機器（例えばエンドステーシ
ョン、ネットワーク要素等）に記憶され、そこで実行されるコード及びデータを用いて実
施可能である。このような電子機器は、非一時的コンピュータ機械読取り可能記憶媒体（
例えば磁気ディスク、光ディスク、ランダムアクセスメモリ、リードオンリーメモリ、フ
ラッシュメモリデバイス、相変化メモリ等）、及び一時的コンピュータ機器読取り可能媒
体（例えば電気、光、音響、又は赤外線信号、デジタル信号等の搬送波）を使用してコー
ド及びデータを記憶し、（内部で、又はネットワークを経て他の電子機器と）通信する。
加えて、このような電子機器は通常は、１つ以上の記憶装置（非一時的コンピュータ読取
り可能媒体）、ユーザ入力／出力デバイス（例えばキーボード、タッチスクリーン、及び
／又はディスプレイ）、及びネットワーク接続等の１つ以上の他の構成部品に結合された
１つ以上のプロセッサのセットを含んでいる。プロセッサのセットと他の構成部品との結
合は、通常は１つ以上のバス及びブリッジ（バスコントローラとも言われる）を通して行
われる。記憶装置とネットワークトラフィックを搬送する信号はそれぞれ１つ以上の機械
読取り可能記憶媒体と機械読取り可能通信媒体に相当する。したがって、所定の電子機器
の記憶装置は通常は、その電子機器の１つ以上のプロセッサのセットで実行されるコード
及び／又はデータを記憶する。もちろん、本発明の実施形態の１つ以上の部分は、ソフト
ウエア、ファームウエア、及び／又はハードウエアの異なる組み合わせを用いて実施され
てもよい。
【０２４３】
　説明目的のこの詳細な記載全体を通して、本発明を完全に理解するために多くの特定の
細部が示された。しかし、本発明はこれらの特定の細部の一部がなくても実施できること
が当業者には明らかであろう。場合によっては、本発明の主題を曖昧にすることを避ける
ために、周知の構造及び機能は詳細には記載されていない。したがって、本発明の範囲と
趣旨は以下の請求の範囲に関して判断されるべきである。
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【要約の続き】
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